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近
松
青
年
期
の
述
作
諏
　
訪
　
春
　
雄
近松青年期の述作（諏訪）
一
　
現
在
の
近
松
研
究
は
、
近
松
の
確
実
作
と
し
て
天
和
三
年
（
一
六
八
三
）
九
月
に
刊
行
さ
れ
た
宇
治
加
賀
豫
正
本
の
「
世
継
曽
我
」
を
も
っ
て
最
初
と
す
る
の
が
常
識
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
作
品
に
し
て
も
、
内
題
下
、
奥
付
と
も
に
近
松
の
署
名
は
な
い
の
で
あ
る
が
、
近
松
の
最
初
期
の
確
実
作
と
し
て
疑
わ
れ
て
い
な
い
の
は
、
正
徳
元
年
（
一
七
一
一
）
刊
行
の
義
太
夫
段
物
集
『
鶏
鵡
ケ
杣
』
の
序
文
中
に
、
義
太
夫
が
、
　
「
世
継
曽
我
の
道
行
に
馬
か
た
い
や
よ
と
お
ど
り
歌
入
し
事
相
応
せ
ず
一
番
の
理
今
聞
に
汗
を
な
が
す
と
三
十
年
前
を
後
悔
あ
る
作
者
の
心
芸
道
の
執
心
さ
も
有
べ
き
な
り
」
と
の
べ
て
い
る
事
実
に
よ
る
。
こ
こ
で
義
太
夫
が
三
十
年
前
を
知
っ
て
い
る
浄
璃
瑠
作
者
、
つ
ま
り
、
義
太
夫
と
三
十
年
間
の
親
交
の
あ
っ
た
作
者
と
し
て
は
近
松
以
外
に
考
え
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
　
し
か
し
、
こ
の
『
鵬
鵡
ケ
杣
』
の
義
太
夫
の
序
文
に
し
て
も
、
　
「
世
継
曽
我
」
の
道
行
文
の
作
者
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
っ
て
、
道
行
文
以
外
の
個
所
に
つ
い
て
は
何
も
の
べ
て
い
な
い
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
し
、
一
つ
の
作
品
に
お
い
て
、
道
行
文
と
他
の
個
所
が
別
々
の
作
老
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
こ
と
も
あ
り
え
た
と
す
る
事
実
が
証
明
さ
れ
れ
ば
、
’
「
世
継
曽
我
」
全
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体
の
作
者
を
近
松
と
決
定
す
る
た
め
に
は
『
鵬
鵬
ケ
杣
』
序
文
以
外
の
他
の
資
料
が
必
要
と
な
る
の
で
あ
る
。
　
「
世
継
曽
我
」
が
刊
行
さ
れ
た
天
和
三
年
に
近
松
は
三
十
一
歳
で
あ
る
。
　
「
世
継
曽
我
」
以
前
に
も
近
松
は
い
く
つ
か
の
作
品
を
書
い
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
い
う
推
定
は
当
然
成
り
立
つ
。
現
に
、
そ
う
し
た
考
え
に
基
い
て
、
い
わ
ゆ
る
近
松
の
処
女
作
に
関
す
る
い
く
つ
か
の
説
が
こ
れ
ま
で
に
も
提
出
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
そ
れ
ら
の
説
が
学
界
の
大
勢
を
動
か
す
ま
で
に
至
ら
な
い
の
は
、
い
ず
れ
も
情
況
証
拠
で
あ
っ
て
、
大
方
を
納
得
さ
せ
る
に
足
る
だ
け
の
物
証
を
欠
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
　
新
し
い
物
的
証
拠
の
出
現
は
今
後
も
期
待
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
さ
し
あ
た
っ
て
、
我
々
の
と
る
べ
き
態
度
と
し
て
は
、
現
在
の
学
界
の
大
勢
の
よ
う
に
、
　
「
世
継
曽
我
」
以
前
は
不
分
明
の
世
界
と
し
て
避
け
て
通
る
か
、
あ
る
い
は
、
情
況
証
拠
は
情
況
証
拠
な
り
に
論
理
的
整
合
性
を
与
え
て
、
そ
こ
に
一
筋
の
道
を
見
出
す
か
、
の
い
ず
れ
か
で
あ
ろ
う
。
　
本
稿
で
は
後
者
の
態
度
を
採
っ
て
、
き
わ
め
て
困
難
の
予
想
き
れ
る
課
題
で
は
あ
る
が
、
近
松
青
年
期
の
述
作
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
こ
と
と
す
る
。
二
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筆
者
は
、
以
前
、
　
『
文
学
』
の
昭
和
五
十
年
六
月
号
に
発
表
し
た
松
作
認
定
の
根
拠
を
三
種
六
類
に
分
け
て
み
た
こ
と
が
あ
る
。
　
a
　
正
本
の
署
名
の
有
無
　
b
　
内
容
的
関
連
性
　
　
1
　
確
実
な
近
松
作
に
内
容
上
の
関
連
を
た
ど
れ
る
こ
と
　
　
2
　
作
風
上
の
特
質
「
延
宝
の
近
松
ー
存
疑
の
世
界
i
」
で
、
こ
れ
ま
で
の
諸
家
の
近
近松青年期の述作（諏訪）
　
　
3
　
慣
用
表
現
　
　
4
　
心
　
　
象
　
c
　
他
資
料
に
よ
る
確
認
こ
れ
ら
の
う
ち
、
a
と
C
は
い
わ
ゆ
る
物
的
証
拠
に
属
す
る
も
の
で
、
　
「
世
継
曽
我
」
以
降
の
作
品
の
認
定
は
主
と
し
て
こ
の
両
老
に
よ
っ
て
い
る
。
問
題
は
b
の
「
内
容
的
関
連
性
」
で
あ
っ
て
、
　
「
世
継
曽
我
」
以
前
の
存
疑
作
は
全
て
こ
の
基
準
に
よ
っ
て
選
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
以
下
、
具
体
例
に
つ
い
て
み
る
。
　
寛
文
十
三
年
（
一
六
七
三
）
正
月
に
刊
行
さ
れ
た
井
上
播
磨
豫
正
本
に
「
花
山
院
后
謬
」
と
い
う
作
品
が
あ
る
。
こ
の
作
を
黒
木
勘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
1
蔵
氏
は
、
近
松
の
最
初
の
作
品
と
さ
れ
る
が
、
そ
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
黒
木
氏
の
挙
げ
る
論
拠
は
以
下
の
三
つ
で
あ
る
。
　
　
第
一
に
こ
の
作
の
主
想
は
藤
壷
の
嫉
妬
の
怨
霊
出
現
で
あ
る
が
、
加
賀
豫
の
正
本
も
、
都
万
太
夫
座
の
脚
本
も
、
原
作
と
本
質
を
　
同
じ
う
し
、
当
然
同
一
作
者
の
手
に
よ
っ
て
次
第
に
展
開
せ
ら
る
べ
き
脚
色
と
見
ら
れ
る
事
で
あ
る
。
　
　
第
二
に
近
松
六
十
歳
の
時
の
作
「
弘
徽
殿
鵜
羽
産
家
」
の
道
行
に
、
こ
の
作
の
道
行
が
そ
っ
く
り
そ
の
儘
用
ひ
ら
れ
て
居
る
事
で
　
あ
る
。
　
「
鵜
羽
産
家
」
は
勿
論
「
后
謬
」
の
改
作
で
あ
る
が
、
全
篇
を
通
じ
て
非
常
に
筋
が
複
雑
に
な
り
、
文
章
も
全
然
面
目
を
一
　
新
し
て
居
る
に
拘
ら
ず
、
全
篇
中
で
最
も
文
章
に
彫
琢
を
加
へ
、
華
を
飾
る
べ
き
道
行
文
に
大
間
で
古
風
な
四
十
年
も
前
の
も
の
を
　
そ
の
儘
取
っ
て
あ
る
。
こ
れ
を
何
と
見
る
べ
き
で
あ
る
か
、
他
人
の
作
か
ら
借
り
た
と
は
ど
う
し
て
も
考
へ
ら
れ
な
い
で
は
な
い
　
か
。
こ
れ
は
其
原
作
が
自
己
の
青
年
時
代
の
作
た
る
事
を
裏
書
し
記
念
す
る
意
味
を
以
て
他
の
部
分
と
の
不
調
和
を
忍
ん
で
取
入
れ
　
た
と
解
釈
す
る
の
が
穏
当
で
は
な
か
ら
う
か
。
　
　
第
三
に
同
じ
関
係
は
、
延
宝
四
年
廿
四
歳
の
作
「
滝
口
横
笛
」
と
正
徳
四
年
六
十
二
歳
の
作
「
蛾
歌
加
留
多
」
と
の
間
に
も
あ
る
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の
は
、
第
二
の
理
由
の
有
力
な
傍
証
で
あ
る
。
故
に
私
は
「
花
山
院
后
謹
」
を
近
松
二
十
歳
の
時
の
作
と
推
定
す
る
。
少
し
若
過
ぎ
　
る
と
い
ふ
口
実
だ
け
で
、
以
上
の
理
由
を
一
蹴
す
る
の
は
天
才
近
松
に
対
し
て
は
ど
う
か
と
思
ふ
。
　
以
上
の
黒
木
氏
の
挙
げ
る
三
つ
の
理
由
に
つ
い
て
は
多
少
の
注
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
第
一
で
加
賀
豫
の
正
本
と
い
っ
て
い
る
の
は
、
延
宝
五
年
の
宇
治
嘉
太
夫
の
正
本
「
花
山
院
后
課
」
　
（
内
題
殿
上
之
う
は
な
り
討
）
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
嘉
太
夫
本
は
井
上
播
磨
縁
正
本
「
花
山
院
后
謹
」
五
段
を
ほ
と
ん
ど
そ
の
ま
ま
と
り
、
末
二
段
を
改
作
し
た
も
の
で
あ
る
。
都
万
太
夫
座
の
脚
本
と
い
う
の
は
、
『
古
今
役
者
大
全
』
の
巻
一
「
狂
言
作
者
の
事
」
　
（
寛
延
三
年
）
に
「
京
都
都
万
太
夫
芝
居
へ
、
近
松
門
左
衛
門
あ
り
つ
き
、
藤
壺
の
怨
霊
、
直
に
藤
の
花
が
大
蛇
と
成
る
工
夫
よ
り
、
門
左
衛
門
く
と
も
て
は
や
し
ぬ
」
と
あ
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
「
藤
壺
の
怨
霊
」
の
上
演
年
に
つ
い
て
は
、
伊
原
敏
郎
『
歌
舞
伎
年
表
』
、
黒
木
勘
蔵
前
述
書
、
藤
井
紫
影
『
近
松
全
集
第
九
』
な
ど
が
一
致
し
て
延
宝
五
年
と
し
て
い
る
が
、
秋
葉
芳
美
氏
は
、
「
近
松
脚
本
著
作
年
代
考
」
　
（
『
演
劇
学
第
一
巻
第
一
号
』
昭
和
七
年
五
月
）
で
延
宝
五
年
上
演
説
の
根
拠
の
な
い
こ
と
、
　
『
耳
塵
集
』
の
記
事
に
顔
見
世
の
役
者
付
に
狂
言
作
者
の
名
を
記
す
よ
う
に
な
っ
た
の
は
延
宝
八
年
と
あ
る
事
実
、
貞
享
四
年
正
月
刊
の
『
野
良
立
役
舞
台
大
鏡
』
に
よ
っ
て
こ
の
こ
ろ
ま
で
に
近
松
が
都
万
太
夫
座
に
つ
と
め
て
い
た
こ
と
は
確
実
な
こ
と
、
　
『
劇
代
集
』
に
近
松
が
狂
言
作
者
と
し
て
都
万
太
夫
座
に
つ
と
め
た
年
を
丑
の
年
と
す
る
こ
と
、
な
ど
を
綜
合
し
て
、
　
「
藤
壺
の
怨
霊
』
の
上
演
年
を
貞
享
二
年
前
後
と
さ
れ
て
い
る
。
諸
家
が
「
藤
壺
の
怨
霊
」
を
延
宝
五
年
上
演
と
す
る
の
は
、
お
そ
ら
く
同
年
の
宇
治
嘉
太
夫
正
本
「
花
山
院
后
課
」
と
の
関
係
か
ら
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
根
拠
は
弱
く
、
も
し
『
劇
代
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
2
集
』
に
右
の
記
事
が
あ
る
な
ら
、
貞
享
二
年
前
後
と
す
る
秋
葉
説
は
認
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
　
黒
木
氏
の
第
一
の
論
拠
を
整
理
す
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。
　
貞
享
二
年
（
黒
木
説
で
は
延
宝
五
年
）
都
万
太
夫
座
上
演
の
近
松
作
「
藤
壺
の
怨
霊
」
と
ほ
ぼ
同
趣
向
が
延
宝
五
年
の
宇
治
嘉
太
夫
正
本
「
花
山
院
后
諄
」
　
（
内
題
殿
上
之
う
は
な
り
討
）
の
第
三
段
と
寛
文
十
三
年
の
井
上
播
磨
橡
正
本
「
花
山
院
后
謝
」
第
三
段
に
み
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ら
れ
る
。
以
上
の
事
実
関
係
か
ら
こ
の
三
つ
の
作
品
は
す
べ
て
近
松
の
手
に
か
か
る
述
作
と
黒
木
氏
は
推
定
す
る
。
　
次
に
第
二
の
論
拠
に
移
る
。
　
近
松
六
十
歳
、
正
徳
二
年
の
上
演
と
推
定
さ
れ
て
い
る
「
弘
徽
殿
鵜
羽
産
家
」
の
第
四
段
「
花
山
院
み
ち
行
」
は
、
延
宝
五
年
の
宇
治
嘉
太
夫
正
本
「
花
山
院
后
謝
」
　
（
内
題
殿
上
之
う
は
な
り
討
）
第
四
段
の
道
行
と
同
一
文
で
あ
り
、
き
ら
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
、
寛
文
十
三
年
の
井
上
播
磨
豫
正
本
「
花
山
院
后
謹
」
の
第
四
段
道
行
と
三
個
所
の
小
異
を
除
け
ば
同
一
文
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
播
磨
豫
正
本
、
嘉
太
夫
正
本
が
共
に
近
松
の
作
で
あ
る
た
め
に
、
記
念
す
る
意
味
で
「
弘
徽
殿
鵜
羽
産
家
」
に
道
行
文
を
取
入
れ
た
も
の
で
あ
る
。
以
上
が
第
二
の
黒
木
氏
の
論
拠
で
あ
る
。
　
さ
ら
に
、
第
三
の
論
拠
と
し
て
、
延
宝
四
年
の
「
滝
口
横
笛
」
と
正
徳
四
年
の
「
蛾
寄
か
る
た
」
の
関
係
を
あ
げ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
3
　
「
滝
口
横
笛
」
関
係
の
諸
本
は
、
阪
口
弘
之
氏
に
よ
っ
て
以
下
の
六
本
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
　
ω
慶
応
大
学
本
　
絵
入
り
十
八
行
十
五
丁
半
（
内
題
、
外
題
不
明
）
　
②
赤
木
文
庫
本
　
絵
入
り
十
八
行
十
七
丁
「
よ
こ
ぶ
え
た
き
口
恋
之
道
心
」
　
③
『
近
松
門
左
衛
門
全
集
』
第
十
巻
所
収
本
（
原
本
不
明
）
　
絵
入
り
十
八
行
十
八
丁
「
滝
口
横
笛
紅
葉
之
遊
覧
付
り
恋
之
道
心
」
　
ω
『
柳
亭
翁
雑
録
』
記
載
本
（
原
本
不
明
）
　
絵
入
り
「
滝
口
横
笛
」
　
⑤
大
東
急
文
庫
・
国
会
甲
本
・
演
博
本
十
行
三
十
二
丁
本
「
よ
こ
ぶ
え
」
　
⑥
国
会
乙
本
　
絵
入
り
十
六
行
十
二
丁
本
「
滝
口
道
心
の
由
来
」
こ
の
う
ち
、
享
保
頃
の
江
戸
版
で
あ
る
⑥
を
除
き
、
阪
口
氏
は
、
右
諸
本
の
関
係
を
、
ω
は
延
宝
二
年
伊
藤
出
羽
豫
正
本
で
あ
っ
て
、
こ
れ
が
祖
本
と
な
っ
て
、
②
㈲
ω
㈲
の
山
本
角
太
夫
正
本
が
生
れ
た
と
整
理
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
さ
ら
に
、
正
徳
四
年
の
近
松
作
「
蛾
寄
か
る
た
」
の
道
行
文
は
出
羽
縁
本
を
増
補
改
作
し
た
角
太
夫
本
、
具
体
的
に
は
②
赤
木
文
庫
本
に
も
っ
と
も
近
く
、
道
行
文
を
除
い
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た
部
分
は
ω
の
伊
藤
出
羽
豫
本
に
拠
っ
て
い
る
と
断
定
さ
れ
た
。
　
勿
論
、
黒
木
氏
は
右
の
ω
の
存
在
を
知
ら
ず
に
、
②
ま
た
は
③
を
も
っ
て
近
松
作
の
「
蛾
寄
か
る
た
」
依
拠
本
と
推
定
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
関
係
を
近
松
二
十
歳
の
と
き
の
「
花
山
院
后
譲
」
と
六
十
歳
の
と
き
の
「
弘
徽
殿
鵜
羽
産
家
」
に
及
ぼ
さ
れ
て
、
こ
の
「
花
山
院
后
謬
」
を
近
松
青
年
期
の
処
女
作
と
決
定
す
る
傍
証
に
用
い
て
お
ら
れ
る
が
、
し
か
し
、
山
本
角
太
夫
の
語
り
物
「
滝
口
横
笛
」
が
近
松
作
で
あ
る
と
い
う
決
定
的
証
拠
は
何
も
な
い
の
で
あ
っ
て
、
　
「
花
山
院
后
課
」
が
存
疑
作
で
あ
る
と
同
様
に
、
　
「
滝
口
横
笛
」
も
ま
た
存
疑
作
の
位
置
に
止
ま
っ
て
そ
れ
以
上
の
も
の
で
は
な
い
。
　
黒
木
氏
が
、
近
松
青
年
期
の
作
を
決
定
す
る
論
拠
は
二
つ
に
し
ぼ
ら
れ
る
。
一
つ
は
、
近
松
確
実
作
と
の
趣
向
の
類
似
、
一
つ
は
、
同
じ
く
近
松
確
実
作
と
同
一
の
道
行
文
の
存
在
で
あ
る
。
　
こ
の
二
つ
の
論
拠
の
う
ち
、
最
初
の
趣
向
の
類
同
性
は
、
作
者
認
定
の
決
め
手
と
な
ら
ぬ
こ
と
は
、
近
世
演
劇
に
す
こ
し
な
じ
ん
だ
こ
と
の
あ
る
者
に
は
自
明
で
あ
る
。
他
人
の
作
の
趣
向
を
自
作
に
利
用
す
る
こ
と
は
、
役
者
を
允
し
て
、
歌
舞
伎
で
は
ご
く
普
通
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
、
浄
璃
瑠
に
お
い
て
も
、
た
と
え
ば
、
近
松
と
紀
海
音
と
い
っ
た
ラ
イ
バ
ル
同
士
が
、
た
が
い
に
相
手
の
作
の
趣
向
を
と
っ
て
自
作
を
書
き
あ
げ
て
い
た
。
そ
の
例
は
数
多
く
指
摘
で
き
る
。
　
問
題
は
第
二
の
同
一
の
道
行
文
を
使
用
し
た
場
合
で
あ
る
。
　
こ
の
問
題
を
検
討
す
る
た
め
に
、
す
こ
し
範
囲
を
広
く
と
っ
て
、
元
禄
以
前
の
作
者
不
明
時
代
の
浄
瑠
璃
と
詞
章
の
上
で
つ
な
が
り
を
持
っ
て
い
る
近
松
確
実
作
、
ま
た
は
、
近
松
存
疑
作
を
拾
い
あ
げ
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
な
例
を
列
挙
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
寛
文
三
年
「
公
平
法
門
謬
」
↓
元
禄
二
年
「
忠
臣
身
替
物
語
」
　
寛
文
十
一
年
「
か
げ
き
よ
」
↓
貞
享
二
年
「
出
世
景
清
」
　
寛
文
十
三
年
「
花
山
院
后
謹
」
↓
正
徳
二
年
「
弘
徽
殿
鵜
羽
産
家
」
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延
宝
三
年
「
為
義
産
宮
詣
」
↓
正
徳
二
年
「
娠
山
姥
」
　
延
宝
四
年
以
前
「
滝
口
横
笛
紅
葉
之
遊
覧
」
↓
正
徳
四
年
「
蛾
寄
か
る
た
」
延
宝
六
年
「
三
社
託
宜
由
来
」
↓
元
禄
十
二
年
ヵ
「
源
氏
鳥
帽
子
折
」
　
天
和
元
年
以
前
「
鳥
羽
恋
塚
物
語
」
↓
元
禄
十
一
年
コ
心
五
戒
魂
」
　
天
和
元
年
「
つ
れ
く
草
」
↓
元
禄
初
年
「
蝉
丸
」
　
天
和
三
年
二
月
以
前
「
念
仏
往
生
記
」
↓
元
禄
初
年
「
大
原
問
答
」
　
天
和
三
年
二
月
以
前
「
念
仏
往
生
記
」
↓
元
禄
七
年
以
前
「
文
武
五
人
男
」
　
天
和
四
年
「
甲
子
祭
」
↓
元
禄
初
年
「
蝉
丸
」
貞
享
二
年
「
千
載
集
」
↓
貞
享
三
年
「
薩
摩
守
忠
度
」
貞
享
三
年
コ
扇
の
芝
」
↓
元
禄
三
年
「
佐
々
木
大
鑑
」
　
貞
享
三
年
「
盛
久
」
↓
貞
享
三
年
「
主
馬
判
官
盛
久
」
　
貞
享
年
間
「
あ
ふ
ひ
の
う
へ
」
↓
元
禄
初
年
「
蝉
丸
」
　
元
禄
初
年
「
弁
慶
京
土
産
」
↓
元
禄
初
年
「
本
朝
用
文
章
」
以
上
十
六
例
を
あ
げ
た
。
精
査
す
れ
ば
こ
う
し
た
事
例
は
ま
だ
増
加
す
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
が
、
と
り
あ
え
ず
、
こ
の
十
六
例
に
つ
い
て
、
近
松
作
と
先
行
作
と
の
関
係
を
検
討
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。
三
「
公
平
法
門
諄
」
と
「
忠
臣
身
替
物
語
」
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「
忠
臣
身
替
物
語
」
と
題
す
る
正
本
に
は
宇
治
加
賀
豫
の
も
の
と
竹
本
義
太
夫
の
も
の
と
が
伝
え
ら
れ
で
い
る
。
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
の
絵
入
り
十
七
行
十
三
丁
半
本
は
巻
末
に
コ
兀
禄
二
年
巳
ノ
入
月
吉
日
」
の
刊
記
が
あ
っ
て
、
太
夫
名
を
欠
い
て
い
る
が
、
信
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
4
多
純
一
氏
は
宇
治
加
賀
豫
正
本
か
と
推
定
し
て
お
ら
れ
る
。
　
一
方
、
同
じ
「
忠
臣
身
替
物
語
」
の
外
題
名
で
奥
付
に
竹
本
義
太
夫
の
署
名
を
持
つ
大
型
八
行
四
十
七
丁
本
が
存
在
し
（
早
稲
田
大
学
図
書
館
、
近
松
全
集
第
三
巻
底
本
は
文
楽
蔵
）
、
第
二
段
の
本
文
に
小
異
が
あ
る
。
こ
の
義
太
夫
系
の
「
忠
臣
身
替
物
語
」
は
の
ち
に
「
今
様
か
し
は
木
」
と
改
題
さ
れ
、
十
行
三
十
丁
本
、
十
行
二
十
八
丁
本
等
が
種
々
の
書
騨
か
ら
出
版
さ
れ
、
山
本
版
に
は
竹
本
筑
後
豫
・
近
松
門
左
衛
門
連
名
の
奥
付
を
持
つ
本
が
存
在
す
る
（
東
大
教
養
学
部
研
究
室
蔵
）
。
「
今
様
か
し
は
木
」
は
さ
ら
に
再
改
題
さ
れ
て
「
金
平
法
門
謝
」
と
題
し
た
十
行
三
十
丁
本
も
世
に
出
た
。
以
上
、
こ
の
作
品
は
「
忠
臣
身
替
物
語
」
　
（
宇
治
・
竹
本
）
↓
「
今
様
か
し
は
木
」
　
（
竹
本
）
↓
「
金
平
法
門
課
し
　
（
竹
本
）
と
外
題
を
改
め
て
世
に
行
わ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
　
「
忠
臣
身
替
物
語
」
が
古
浄
瑠
璃
の
「
公
平
法
門
謬
」
の
改
作
で
あ
る
こ
と
は
水
谷
不
倒
の
『
絵
入
浄
瑠
璃
史
』
に
説
か
れ
て
以
来
よ
く
知
ら
れ
た
事
実
で
あ
る
。
　
「
公
平
法
門
謬
」
の
筋
を
も
っ
と
も
普
通
に
み
ら
れ
る
寛
文
三
年
の
上
総
少
嫁
藤
原
正
信
の
正
本
に
よ
っ
て
ま
と
め
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
　
　
天
下
の
将
軍
源
頼
義
は
、
三
人
の
子
の
う
ち
次
男
義
宗
を
僧
侶
に
し
よ
う
と
し
て
満
容
上
人
に
託
す
が
、
義
宗
は
剃
髪
を
き
ら
っ
　
て
公
平
の
も
と
に
逃
げ
こ
む
。
公
平
は
満
容
と
会
っ
て
法
論
を
い
ど
ん
だ
。
頼
義
は
激
怒
し
て
義
宗
と
公
平
の
討
伐
を
長
男
の
義
家
　
に
命
じ
た
。
義
家
は
弟
を
討
つ
苦
し
さ
を
家
来
の
国
綱
に
語
っ
た
。
国
綱
は
主
の
義
家
の
苦
衷
を
察
し
て
、
我
が
子
竹
若
丸
を
身
代
　
り
に
し
て
、
義
宗
と
公
平
を
助
け
た
。
公
平
は
城
に
火
を
放
っ
て
石
山
寺
に
落
ち
た
。
弟
の
身
を
案
じ
る
義
家
の
奏
請
に
よ
っ
て
、
　
帝
は
頼
義
父
子
を
和
解
さ
せ
た
。
こ
の
「
公
平
法
門
課
」
を
改
作
し
た
「
忠
臣
身
替
物
語
」
の
梗
概
を
竹
本
座
上
演
の
正
本
に
よ
っ
て
示
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
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源
家
四
代
の
将
軍
源
頼
義
は
菩
提
の
た
め
三
人
の
子
の
う
ち
次
男
義
綱
を
満
要
上
人
に
託
し
て
僧
侶
に
し
よ
う
と
し
た
が
、
柏
の
　
前
と
い
う
恋
人
の
あ
る
義
綱
は
父
の
命
に
服
さ
な
い
。
柏
の
前
の
依
頼
を
受
け
た
公
平
は
満
要
上
人
に
会
っ
て
法
論
を
い
ど
む
。
公
　
平
は
義
綱
を
伴
っ
て
石
山
寺
へ
逃
れ
、
頼
義
は
長
男
の
義
家
に
公
平
の
討
伐
を
命
じ
た
。
寄
手
に
加
っ
た
臣
下
の
和
田
左
衛
門
為
宗
　
は
、
　
一
子
竹
若
丸
を
義
綱
の
身
代
り
と
し
、
ま
た
、
戦
死
者
の
首
を
公
平
の
身
代
り
と
し
て
二
人
を
ひ
そ
か
に
わ
と
し
た
。
我
が
子
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
竹
若
の
死
を
知
っ
て
悲
嘆
に
く
れ
る
為
宗
の
妻
の
面
前
に
、
竹
若
の
亡
霊
が
出
現
し
、
追
善
回
向
を
頼
ん
で
消
え
た
。
義
綱
を
殺
し
　
た
と
し
て
そ
の
と
が
を
頼
義
の
御
台
か
ら
責
め
ら
れ
た
義
家
は
自
害
し
よ
う
と
し
て
八
幡
の
神
託
に
よ
っ
て
思
い
止
ま
っ
た
。
義
綱
　
の
流
れ
灌
頂
の
場
で
公
平
は
満
要
に
法
論
を
い
ど
ん
で
追
い
払
っ
た
。
義
綱
の
生
存
を
知
っ
て
い
た
頼
義
は
公
平
．
為
宗
の
忠
義
を
　
賞
し
、
竹
若
丸
の
代
り
に
柏
を
為
宗
の
養
子
と
し
て
義
綱
と
嬰
せ
た
。
以
上
の
書
き
替
え
に
よ
っ
て
、
　
「
忠
臣
身
替
物
語
」
は
、
第
一
段
恋
・
問
答
、
第
二
段
修
羅
・
景
事
、
第
三
段
愁
嘆
、
第
四
段
道
行
、
第
五
段
問
答
と
い
う
か
た
ち
を
と
り
、
義
太
夫
が
理
想
と
し
た
五
段
の
音
曲
理
念
を
ほ
ぼ
完
全
に
そ
な
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
　
「
忠
臣
身
替
物
語
」
は
「
公
平
法
門
謝
」
に
筋
を
負
う
に
止
ま
ら
ず
、
詞
章
上
で
も
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
に
継
承
し
て
い
る
個
所
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
　
「
忠
臣
身
替
物
語
」
の
第
一
段
で
頼
義
が
義
綱
に
出
家
を
命
じ
る
条
で
あ
る
。
参
考
の
た
め
に
そ
の
は
じ
め
の
数
行
　
　
　
　
　
注
5
を
抜
出
し
て
み
る
。
　
「
公
平
法
門
課
」
そ
れ
し
や
は
の
ゑ
い
や
う
は
。
風
の
ま
へ
の
ち
り
。
一
念
の
ぼ
だ
い
し
ん
は
。
め
い
と
の
と
も
し
び
。
所
せ
ん
三
人
の
子
共
の
中
に
て
。
一
人
は
し
ゆ
つ
け
さ
せ
。
な
が
き
世
の
く
が
い
を
も
の
か
れ
ば
や
と
お
ほ
し
召
。
二
男
か
も
の
次
郎
殿
を
。
御
そ
ば
　
一
，
忠
臣
身
替
物
語
」
百
年
の
ゑ
い
よ
う
は
ふ
う
ぜ
ん
の
ち
り
。
一
念
の
ぼ
だ
い
し
ん
は
く
は
う
せ
ん
の
と
も
し
び
。
し
よ
せ
ん
三
人
の
子
共
の
中
一
人
は
出
家
に
な
し
。
み
ら
い
の
た
め
に
と
お
ぼ
し
入
。
次
男
加
茂
の
次
郎
殿
を
御
そ
ば
ち
か
く
召
れ
。
我
こ
し
か
た
を
あ
ん
ず
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ち
か
く
召
よ
せ
ら
れ
。
あ
ん
す
る
に
。
い
か
に
よ
し
む
ね
掬
も
我
過
に
し
方
を
’
る
に
。
　
「
忠
臣
身
替
物
語
」
に
は
宇
治
座
上
演
の
正
本
と
竹
本
座
上
演
の
正
本
が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
両
老
は
宇
治
座
の
加
賀
豫
本
が
竹
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
6
本
座
の
義
太
夫
本
に
先
行
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
加
賀
豫
本
と
義
太
夫
本
の
大
き
な
相
違
は
、
加
賀
豫
本
の
第
二
段
に
石
山
月
見
の
部
分
を
欠
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
、
義
太
夫
本
の
第
二
段
の
冒
頭
は
、
我
が
屋
敷
に
立
戻
っ
た
公
平
が
か
く
ま
っ
て
い
た
義
綱
や
自
分
の
手
勢
を
引
具
し
て
江
州
の
石
山
寺
へ
逃
れ
る
場
面
で
は
じ
ま
り
、
つ
づ
い
て
、
公
平
、
義
綱
ら
が
石
山
の
月
を
賞
す
る
節
事
の
場
面
が
つ
づ
く
。
こ
の
節
事
は
、
　
「
公
平
法
門
課
」
の
詞
章
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
に
利
用
し
て
い
る
。
こ
の
個
所
が
加
賀
縁
本
に
は
そ
っ
く
り
脱
落
し
て
い
る
。
　
こ
の
加
賀
嫁
本
と
義
太
夫
本
の
相
違
は
か
な
り
興
味
ぶ
か
い
問
題
を
提
供
す
る
。
　
「
公
平
法
門
謬
」
の
正
本
は
、
寛
文
三
年
九
月
吉
日
山
本
九
兵
衛
版
の
刊
記
を
持
つ
天
下
一
上
総
少
操
藤
原
正
信
の
正
本
と
、
太
夫
も
刊
年
も
不
明
の
鱗
形
屋
版
が
現
存
す
る
が
、
そ
れ
ら
の
祖
本
と
し
て
、
斉
藤
月
答
が
『
声
曲
類
纂
』
中
に
触
れ
て
い
る
和
泉
太
夫
正
本
の
存
在
が
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
和
泉
大
夫
と
そ
の
後
の
山
本
版
や
鱗
形
版
と
の
相
違
と
し
て
、
室
木
弥
太
郎
氏
は
石
山
の
月
見
の
景
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
7
事
の
有
無
を
あ
げ
て
お
ら
れ
る
。
氏
は
い
わ
れ
る
。
　
　
本
書
（
京
の
山
本
板
）
も
、
江
戸
の
鱗
形
屋
板
も
共
通
し
て
、
江
戸
の
和
泉
太
夫
ら
し
く
な
い
も
の
が
一
つ
あ
る
。
そ
れ
は
「
並
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
　
石
山
落
」
と
し
て
月
見
の
景
事
が
眼
目
に
な
っ
て
ゐ
る
部
分
で
あ
る
。
こ
れ
は
い
か
に
も
上
方
風
で
あ
る
。
　
「
菅
原
親
王
」
で
も
さ
　
う
で
あ
っ
た
や
う
に
、
こ
の
部
分
は
元
版
の
和
泉
太
夫
正
本
に
は
な
く
、
上
方
で
付
け
加
へ
た
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
こ
の
室
木
氏
の
推
定
を
実
証
す
る
も
の
が
「
忠
臣
身
替
物
語
」
の
加
賀
豫
本
と
義
太
夫
本
の
相
違
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
と
す
れ
ば
、
「
忠
臣
身
替
物
語
」
の
加
賀
橡
本
は
こ
の
推
定
和
泉
太
夫
正
本
に
拠
り
、
義
太
夫
本
は
京
の
山
本
版
に
拠
っ
て
書
き
替
え
ら
れ
た
と
い
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う
推
定
が
な
り
た
ち
そ
う
で
あ
る
。
　
「
か
げ
き
よ
」
と
「
出
世
景
清
」
　
近
松
の
「
出
世
景
清
」
が
所
属
太
夫
不
明
の
古
浄
瑠
璃
「
か
げ
き
よ
」
に
拠
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
す
で
に
角
田
一
郎
氏
に
詳
　
　
注
8
細
な
研
究
が
あ
る
。
氏
は
、
近
松
の
「
出
世
景
清
」
が
直
接
依
拠
し
た
本
文
と
し
て
は
、
初
段
の
構
想
に
古
浄
瑠
璃
「
か
げ
き
よ
」
が
い
さ
さ
か
の
影
響
を
与
え
て
い
る
が
、
五
段
目
の
方
は
明
ら
か
に
舞
曲
が
影
響
を
与
え
た
と
さ
れ
て
、
首
を
斬
ら
れ
た
は
ず
の
景
清
が
な
お
牢
中
に
生
存
し
て
い
る
の
を
重
忠
が
発
見
し
て
頼
朝
に
注
進
し
、
斬
首
役
だ
っ
た
佐
々
木
と
争
論
す
る
個
所
を
あ
げ
て
お
ら
れ
る
。
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
の
趣
向
は
舞
曲
に
存
在
し
て
い
て
古
浄
瑠
璃
「
か
げ
き
よ
」
に
は
省
略
さ
れ
て
い
る
と
さ
れ
る
が
、
し
か
し
、
舞
曲
の
本
文
（
角
田
氏
は
新
群
書
類
従
本
に
拠
ら
れ
た
）
を
調
査
し
て
も
、
氏
の
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
梶
原
と
佐
々
木
の
論
争
場
面
は
存
在
し
な
い
。
む
し
ろ
、
以
下
の
よ
う
な
共
通
本
文
の
比
較
を
通
し
て
も
、
近
松
は
舞
曲
よ
り
も
直
接
古
浄
瑠
璃
に
拠
っ
て
「
出
世
景
清
」
の
構
想
を
か
ま
え
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
　
「
出
世
景
清
」
の
第
四
段
冒
頭
の
入
牢
中
の
景
清
の
描
写
で
あ
る
。
「
出
世
景
清
」
い
ち
い
し
ら
か
し
く
す
の
木
と
が
の
木
。
な
が
さ
一
丈
に
と
ら
せ
地
へ
は
七
尺
ほ
り
入
上
三
尺
の
つ
め
ろ
う
に
。
レ
、
こ
の
木
を
も
つ
て
く
も
で
が
う
し
に
切
く
ん
で
。
一
尺
二
寸
の
大
く
ぎ
の
う
ら
を
か
へ
さ
ず
打
た
れ
ば
つ
る
ぎ
を
う
へ
た
る
ご
と
く
也
。
七
尺
ゆ
た
か
の
か
げ
　
舞
曲
い
ち
ゐ
し
ら
か
し
と
が
く
す
の
木
な
が
さ
一
丈
に
と
ら
せ
て
地
へ
は
七
尺
い
れ
う
へ
を
ば
三
尺
の
つ
め
ろ
う
に
こ
し
ら
へ
四
五
の
木
を
と
り
よ
せ
く
も
で
が
う
し
に
き
り
く
ん
で
一
尺
三
寸
の
大
く
ぎ
を
も
つ
て
ち
や
う
く
と
う
ち
付
く
ぎ
の
さ
き
を
か
へ
さ
ね
ば
ろ
う
の
う
ち
は
　
古
浄
瑠
璃
い
ち
ひ
し
ら
か
し
く
す
と
が
の
木
な
が
さ
一
丈
に
と
ら
せ
ち
へ
は
七
尺
入
上
三
尺
の
つ
め
ろ
う
に
こ
し
ら
へ
し
こ
の
木
を
と
り
よ
せ
く
も
で
か
う
し
に
切
く
ん
で
一
尺
二
寸
の
大
く
ぎ
を
も
つ
て
て
う
く
と
打
付
く
ぎ
の
さ
き
を
か
へ
さ
ね
ば
ろ
う
の
内
は
ほ
ら
を
ほ
つ
て
つ
る
ぎ
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き
よ
を
ふ
た
へ
に
取
て
お
し
入
か
み
を
七
わ
に
た
ば
ね
て
七
方
へ
こ
そ
つ
つ
た
り
け
る
。
あ
し
を
ろ
う
よ
り
引
出
し
。
ゆ
ん
で
め
て
へ
取
ち
が
へ
。
山
だ
し
七
十
五
人
し
て
ひ
い
た
る
く
す
の
き
に
て
あ
げ
ほ
だ
し
を
う
た
せ
。
し
つ
ち
や
う
つ
め
が
ね
。
た
う
く
ぐ
る
＼
。
ち
び
き
の
石
ざ
い
も
く
を
つ
み
か
さ
ね
。
く
び
に
は
ね
ぼ
り
の
大
づ
～
を
三
本
迄
か
つ
か
せ
た
り
。
ほ
ら
を
ほ
つ
て
つ
る
ぎ
を
う
へ
た
る
ご
と
く
な
り
…
…
七
尺
ゆ
た
か
の
か
げ
き
よ
を
二
重
に
と
つ
て
を
し
い
れ
か
み
を
ば
七
は
に
た
ば
ね
て
天
じ
や
う
の
か
う
し
へ
七
方
へ
つ
つ
た
り
け
り
あ
し
を
ば
ろ
う
よ
り
ひ
き
い
だ
し
…
…
弓
手
め
て
へ
と
り
ち
が
へ
山
出
七
十
五
人
し
て
引
た
る
く
す
の
大
物
に
て
あ
け
ほ
た
し
に
ぞ
う
つ
た
り
け
る
…
…
し
つ
ち
や
う
が
ね
…
…
と
う
く
く
る
り
木
千
引
の
い
し
ざ
い
も
く
を
う
へ
に
と
り
つ
む
だ
り
こ
し
に
と
う
の
つ
な
三
す
じ
ゑ
つ
て
つ
け
さ
せ
て
く
び
に
は
ね
ほ
り
の
大
つ
＼
を
三
ほ
ん
ま
で
か
つ
が
せ
た
り
を
う
へ
た
る
ご
と
く
也
…
…
七
尺
ゆ
た
か
の
か
け
き
よ
を
ふ
た
へ
に
取
て
を
し
入
か
み
を
七
わ
に
た
ば
ね
て
七
方
へ
つ
つ
た
り
け
り
あ
し
を
は
ろ
う
よ
り
引
出
し
…
…
ゆ
ん
で
を
め
て
へ
取
ち
が
へ
山
だ
し
七
十
五
人
し
て
ひ
い
た
る
く
す
の
木
た
い
も
つ
に
て
あ
げ
ほ
だ
し
に
ぞ
う
つ
た
り
け
る
…
…
し
つ
ち
や
う
つ
め
か
ね
…
…
た
う
く
く
る
》
き
ち
び
き
の
い
し
ざ
い
も
く
を
う
へ
に
つ
み
た
り
け
る
…
…
く
び
に
は
ね
ぼ
り
の
大
づ
㌧
を
三
ぽ
ん
ま
で
か
つ
が
せ
た
り
傍
線
の
異
文
が
問
題
と
な
る
七
個
所
、
そ
の
全
て
が
「
出
世
景
清
」
と
古
浄
瑠
璃
の
近
親
性
を
示
し
て
い
る
の
に
対
し
、
　
「
出
世
景
清
」
と
舞
曲
と
近
親
性
を
示
す
個
所
は
一
個
所
も
存
在
し
な
い
。
　
「
花
山
院
后
諄
」
と
「
弘
徽
殿
鵜
羽
産
家
」
　
こ
の
古
浄
瑠
璃
と
近
松
確
実
作
の
関
係
、
及
び
、
そ
の
間
に
宇
治
嘉
太
夫
の
「
殿
上
之
う
は
な
り
討
」
の
介
在
す
る
こ
と
に
つ
い
て
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は
す
で
に
前
に
黒
木
勘
蔵
氏
の
論
拠
を
紹
介
し
た
際
に
触
れ
た
。
　
「
為
義
産
宮
詣
」
と
「
嬉
山
姥
」
　
『
日
本
古
典
文
学
大
系
近
松
浄
瑠
璃
集
下
』
の
「
月
報
2
8
」
に
大
久
保
忠
国
氏
が
、
　
　
『
娼
山
姥
』
第
三
「
と
う
ろ
う
の
段
」
は
延
宝
三
年
十
月
刊
、
宇
治
賀
太
夫
正
本
『
為
義
産
宮
詣
』
の
同
名
の
段
（
『
竹
子
集
』
　
所
収
）
に
拠
っ
て
い
る
。
本
書
二
〇
〇
頁
、
同
段
の
は
じ
め
か
ら
約
四
行
、
　
「
紫
苑
鷹
皮
に
嬰
粟
し
も
つ
け
」
の
辺
ま
で
は
殆
ど
同
　
文
で
あ
り
、
次
に
数
行
補
筆
、
同
頁
終
り
か
ら
二
行
目
の
「
月
も
ふ
け
ゆ
く
」
以
下
、
次
頁
二
行
目
の
「
飾
り
け
る
。
」
　
ま
で
再
び
　
『
産
宮
詣
』
を
取
っ
て
い
る
。
　
　
本
作
の
初
演
年
月
に
疑
問
の
あ
る
こ
と
は
解
説
に
述
べ
た
が
、
こ
と
に
よ
る
と
通
説
よ
り
一
年
早
く
、
正
徳
元
年
七
月
初
演
だ
っ
　
た
か
も
し
れ
ぬ
。
浄
瑠
璃
界
の
大
先
輩
で
あ
り
、
特
に
近
松
が
若
い
頃
親
し
か
っ
た
賀
太
夫
（
加
賀
嫁
）
は
同
年
正
月
に
没
し
た
の
　
で
、
そ
の
初
盆
に
際
し
、
追
善
の
た
め
に
生
前
の
当
り
浄
瑠
璃
を
上
演
し
た
と
考
え
る
こ
と
が
許
さ
れ
れ
ば
、
こ
の
段
の
意
味
が
判
　
然
と
す
る
で
あ
ろ
う
。
と
の
べ
て
お
ら
れ
る
。
　
『
為
義
産
宮
詣
』
は
震
災
前
の
東
大
図
書
館
に
絵
入
り
の
十
七
行
本
が
所
蔵
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
『
頴
原
古
浄
瑠
璃
ノ
ー
ト
』
に
み
え
る
。
水
谷
不
倒
の
『
絵
入
浄
瑠
璃
史
』
は
こ
の
正
本
の
題
簸
、
挿
絵
、
本
文
最
終
丁
を
載
せ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
こ
の
正
本
の
題
簸
に
は
「
伊
勢
島
宮
内
上
る
り
宇
治
賀
太
夫
直
正
本
」
と
あ
り
、
本
文
最
終
丁
の
刊
記
に
は
「
延
宝
三
年
乙
卯
十
月
吉
日
」
と
あ
る
。
内
題
は
「
景
政
雷
論
」
と
あ
っ
た
こ
と
が
『
頴
原
古
浄
瑠
璃
ノ
ー
ト
』
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
　
寛
文
年
中
に
刊
行
さ
れ
た
江
戸
の
近
江
太
夫
と
虎
屋
小
源
太
夫
の
正
本
に
「
か
け
正
い
か
つ
ち
も
ん
だ
う
」
が
あ
る
。
こ
の
作
が
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
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「
為
義
産
宮
詣
」
の
祖
本
で
あ
る
。
　
「
か
け
正
い
か
つ
ち
も
ん
だ
う
」
の
梗
概
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
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八
幡
太
郎
義
家
が
天
下
の
武
将
と
し
て
君
臨
し
て
い
る
時
代
、
若
君
が
誕
生
、
義
家
は
鎌
倉
権
五
郎
景
政
を
補
佐
と
し
て
岩
清
水
　
入
幡
宮
へ
産
宮
詣
を
さ
せ
た
。
こ
の
若
君
が
の
ち
の
六
条
判
官
為
義
で
あ
る
。
諸
大
名
が
若
君
の
誕
生
を
祝
っ
て
種
々
の
宝
物
を
献
　
　
　
　
　
　
え
ち
　
じ
た
な
か
に
越
の
忠
広
が
雷
丸
と
い
う
太
刀
を
献
上
し
た
こ
と
か
ら
景
政
と
忠
広
は
口
論
と
な
っ
た
。
義
家
は
か
ね
て
か
ら
景
政
の
　
養
子
景
久
を
寵
愛
し
て
い
た
が
、
景
政
に
恨
み
を
持
っ
た
忠
広
は
景
政
親
子
を
義
家
に
護
言
し
て
、
景
久
を
君
側
か
ら
退
け
た
。
し
　
か
し
、
北
条
、
鎌
田
、
金
子
ら
の
景
政
の
同
僚
が
義
家
に
と
り
な
し
、
景
政
は
忠
弘
の
首
を
引
抜
い
た
。
こ
の
「
か
け
正
い
か
つ
ち
も
ん
だ
う
」
は
の
ち
に
改
作
さ
れ
て
上
方
で
も
上
演
さ
れ
た
。
　
『
新
群
書
類
従
第
九
』
に
所
属
太
夫
未
詳
の
「
い
か
つ
ち
論
」
と
い
う
正
本
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
本
文
は
ほ
と
ん
ど
「
か
け
正
い
か
つ
ち
も
ん
だ
う
」
に
よ
っ
て
、
多
少
の
詞
句
の
改
訂
を
施
し
た
程
度
の
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
と
は
別
に
、
井
上
播
磨
豫
に
「
権
五
郎
い
か
つ
ち
論
」
と
い
う
作
品
の
あ
っ
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
1
0
こ
と
は
水
谷
不
倒
が
『
絵
入
浄
瑠
璃
史
』
に
触
れ
て
わ
り
、
播
磨
豫
の
段
物
集
『
忍
四
季
揃
』
に
「
い
か
つ
ち
う
ん
凪
励
脚
甑
ち
は
も
の
が
た
り
」
が
収
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
事
実
が
確
か
め
ら
れ
る
。
こ
の
『
忍
四
季
揃
』
の
一
段
を
前
述
『
新
群
書
類
従
』
所
収
の
「
い
か
つ
ち
論
」
と
比
較
し
て
み
る
と
詞
章
と
節
付
は
ほ
ぼ
一
致
す
る
の
で
、
　
『
新
群
書
類
従
』
所
収
本
を
井
上
播
磨
縁
の
正
本
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
　
「
為
義
産
宮
詣
」
は
井
上
播
磨
嫁
の
正
本
に
よ
っ
て
主
と
し
て
第
四
段
を
書
き
替
え
た
作
品
で
あ
る
。
水
谷
不
倒
は
『
絵
入
浄
瑠
璃
史
』
の
中
で
そ
の
改
作
の
工
合
を
次
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。
　
　
「
為
義
産
宮
詣
」
に
於
い
て
、
改
作
し
た
部
分
を
挙
げ
て
見
る
と
、
　
「
雷
問
答
」
で
は
、
景
久
が
、
義
家
の
勘
気
を
蒙
っ
て
、
伏
　
見
太
夫
清
介
に
預
け
ら
れ
た
事
を
聞
い
て
、
景
久
の
母
と
妹
花
代
と
が
悲
し
ん
で
伏
見
清
介
の
所
へ
、
面
会
に
行
く
こ
と
に
な
っ
て
　
を
る
。
即
ち
親
子
兄
弟
の
人
情
が
写
さ
れ
て
を
る
に
対
し
、
加
賀
豫
の
『
産
宮
詣
』
で
は
、
此
妹
の
花
代
を
、
伏
見
清
介
の
妹
に
書
　
替
へ
、
清
介
が
一
夜
聖
霊
祭
に
燈
篭
を
飾
り
、
景
久
の
無
量
を
慰
め
る
。
景
久
は
く
つ
ろ
い
で
見
物
し
、
自
分
の
住
居
に
帰
ら
う
と
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す
る
途
中
に
、
花
代
が
待
受
け
、
日
頃
の
愛
を
さ
さ
や
く
。
景
久
は
謹
慎
中
で
あ
る
か
ら
、
一
た
ん
は
拒
絶
す
る
が
、
花
代
の
熱
情
　
に
負
け
て
、
割
な
き
中
に
な
る
と
い
ふ
筋
で
、
愁
歎
場
が
濡
場
に
書
替
ら
れ
た
点
が
特
色
で
あ
る
。
併
し
加
賀
豫
の
作
と
し
て
は
、
　
大
し
た
も
の
で
な
く
、
余
り
に
古
浄
瑠
璃
に
纐
り
過
ぎ
て
ゐ
る
。
こ
れ
は
ま
だ
開
場
し
て
間
も
な
く
、
新
作
の
準
備
が
行
届
か
な
か
　
っ
た
の
で
あ
ら
う
。
こ
の
水
谷
の
説
明
に
よ
っ
て
、
　
「
為
義
産
宮
詣
」
は
、
井
上
播
磨
橡
の
「
い
か
つ
ち
論
」
全
六
段
の
四
段
目
の
み
を
書
き
替
え
て
景
久
花
代
の
濡
れ
場
を
挿
入
し
た
作
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
　
「
為
義
産
宮
詣
」
の
正
本
は
現
存
し
な
い
が
、
延
宝
六
年
の
宇
治
加
賀
豫
の
段
物
集
『
竹
子
集
』
中
に
「
為
義
産
宮
詣
四
機
」
と
題
し
て
、
井
上
播
磨
豫
の
「
い
か
つ
ち
論
」
の
第
二
段
の
義
家
景
久
痴
話
物
語
が
、
ま
た
、
　
「
同
と
う
ろ
う
の
四
機
」
と
題
し
て
、
先
掲
水
谷
の
記
述
か
ら
推
定
さ
れ
る
第
四
段
の
燈
篭
飾
り
の
場
面
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
「
と
う
ろ
う
の
四
機
」
が
「
堰
山
姥
」
第
三
段
に
「
と
う
ろ
う
の
段
」
と
し
て
数
行
の
補
筆
を
伴
っ
て
挿
入
さ
れ
た
こ
と
は
大
久
保
忠
国
氏
の
言
の
通
り
で
あ
る
。
　
「
娼
山
姥
」
の
第
三
段
は
清
原
高
藤
の
謹
訴
に
よ
っ
て
勅
勘
の
身
と
な
っ
た
源
頼
光
が
臣
下
の
美
濃
国
の
能
勢
の
判
官
仲
国
の
許
に
忍
ぶ
と
い
う
節
の
設
定
で
あ
る
。
追
わ
れ
る
身
の
頼
光
を
慰
め
よ
う
と
し
て
、
仲
国
は
妻
の
小
侍
従
、
一
子
冠
者
丸
な
ど
を
は
べ
ら
せ
て
西
側
の
欄
干
に
多
く
の
燈
篭
を
飾
ら
せ
、
酒
宴
を
催
す
。
こ
の
場
面
設
定
は
、
主
君
の
勘
当
を
受
け
た
景
久
が
伏
見
太
夫
清
介
に
預
け
ら
れ
、
清
介
が
景
久
の
無
柳
を
慰
め
よ
う
と
し
て
一
夜
性
霊
祭
に
燈
篭
を
飾
る
と
い
う
状
況
と
み
ご
と
に
一
致
す
る
。
し
か
し
、
近
松
程
の
作
者
な
ら
、
こ
と
さ
ら
に
加
賀
橡
の
古
い
語
り
物
か
ら
筋
を
借
り
る
ま
で
も
な
く
、
新
し
い
節
事
を
作
製
す
る
こ
と
は
容
易
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
或
い
は
大
久
保
忠
国
氏
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
宇
治
加
賀
縁
の
追
善
と
い
っ
た
よ
う
な
事
情
が
働
い
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
た
だ
、
氏
の
上
演
年
月
に
つ
い
て
の
御
推
測
は
実
証
の
資
料
を
欠
い
て
い
る
。
　
「
滝
ロ
横
笛
紅
葉
之
遊
覧
」
／
と
「
蛾
寄
か
る
た
」
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こ
の
両
老
の
関
係
に
つ
い
て
は
先
に
阪
口
弘
之
氏
の
論
文
を
紹
介
し
た
。
阪
口
論
文
の
要
点
は
、
近
松
作
の
「
蛾
寄
か
る
た
」
の
構
想
は
伊
藤
出
羽
縁
本
に
拠
っ
て
お
り
、
そ
の
道
行
文
は
山
本
角
太
本
に
拠
っ
て
い
る
と
い
う
指
摘
で
あ
る
。
伊
藤
出
羽
豫
本
の
道
行
は
か
な
り
短
く
、
と
う
て
い
「
蛾
寄
か
る
た
」
の
道
行
文
に
利
用
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
か
ら
、
全
体
の
構
想
は
伊
藤
出
羽
嫁
本
に
拠
っ
た
近
松
が
、
道
行
文
は
角
太
夫
本
か
ら
採
用
し
た
と
い
う
こ
と
は
あ
り
得
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
こ
か
ら
生
じ
て
く
る
興
味
ぶ
か
い
、
し
か
し
、
解
決
困
難
な
課
題
に
つ
い
て
は
の
ち
に
触
れ
た
い
。
　
「
三
社
託
宜
由
来
」
と
「
源
氏
烏
帽
子
折
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
元
禄
三
年
正
月
上
演
の
義
太
夫
正
本
「
鳥
帽
子
折
」
に
つ
い
て
は
、
内
題
下
に
近
松
の
署
名
の
あ
る
正
本
は
未
だ
発
見
さ
れ
て
い
な
い
が
、
奥
付
に
近
松
の
署
名
の
あ
る
も
の
は
残
さ
れ
て
お
り
、
し
か
も
、
そ
の
署
名
に
は
花
押
も
認
め
ら
れ
る
。
　
『
近
松
全
集
第
三
巻
』
所
収
の
山
本
九
兵
衛
八
行
五
十
四
丁
本
で
あ
る
。
内
題
下
署
名
に
次
ぐ
確
実
度
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。
義
太
夫
は
、
こ
の
「
鳥
帽
子
折
」
を
の
ち
に
改
訂
し
て
、
　
「
源
氏
鳥
帽
子
折
」
と
し
て
上
演
し
て
い
る
。
こ
の
「
源
氏
鳥
帽
子
折
」
に
は
数
種
の
正
本
が
あ
り
、
そ
の
な
か
に
は
、
奥
付
に
花
押
は
欠
く
が
近
松
の
署
名
を
持
つ
本
が
存
在
す
る
（
山
本
版
十
行
本
）
。
　
「
鳥
帽
子
折
」
か
ら
「
源
氏
鳥
帽
子
折
」
へ
の
改
訂
の
仕
方
は
、
　
「
鳥
帽
子
折
」
第
五
段
口
の
蛭
が
小
島
頼
朝
配
所
の
場
面
で
頼
朝
が
長
田
を
成
敗
し
て
平
家
討
伐
を
思
い
立
つ
部
分
は
そ
の
ま
ま
に
残
し
、
そ
の
あ
と
に
つ
づ
く
牛
若
の
伊
勢
神
宮
参
拝
の
条
と
「
は
し
ら
ご
よ
み
」
の
節
事
を
は
ぶ
き
、
そ
の
代
り
に
、
宇
治
加
賀
橡
の
「
三
社
託
宣
由
来
」
の
第
五
段
の
「
二
位
中
将
宮
め
ぐ
り
」
を
そ
の
ま
ま
持
っ
て
き
て
、
男
主
人
公
名
を
二
位
の
中
将
雅
仁
公
か
ら
変
更
し
て
御
曹
子
牛
若
に
、
女
主
人
公
名
を
照
日
の
前
か
ら
東
雲
に
変
え
、
　
「
牛
若
宮
め
ぐ
り
」
と
改
題
し
て
、
第
五
段
の
後
半
を
満
た
し
て
い
る
。
　
「
鳥
帽
子
折
」
は
謡
曲
の
「
鳥
帽
子
折
」
な
ど
に
拠
っ
て
、
源
義
朝
の
死
後
、
そ
の
妻
常
盤
が
子
を
つ
れ
て
流
離
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
、
牛
若
の
生
い
立
ち
、
元
服
、
東
国
下
向
の
こ
と
な
ど
を
し
く
ん
だ
。
　
「
義
経
記
」
物
の
一
種
と
い
え
る
。
一
方
、
　
「
三
社
託
宣
一146一
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由
来
」
は
、
前
関
白
基
房
の
先
妻
の
腹
の
姫
照
日
の
前
が
、
継
母
に
苦
し
め
ら
れ
な
が
ら
も
、
伊
勢
、
石
清
水
、
春
日
の
三
社
の
霊
験
に
よ
っ
て
危
難
を
の
が
れ
、
先
帝
の
二
の
宮
雅
仁
親
王
と
結
ば
れ
て
幸
福
を
得
る
ま
で
の
次
第
を
劇
化
し
て
い
る
。
両
者
は
筋
の
上
で
は
全
く
無
関
係
の
作
品
で
あ
る
。
節
事
だ
け
が
筋
と
か
か
わ
り
あ
い
な
し
に
切
り
離
さ
れ
て
利
用
さ
れ
た
例
で
あ
る
。
　
元
禄
三
年
の
「
鳥
帽
子
折
」
の
牛
若
の
伊
勢
神
宮
参
拝
の
条
に
は
そ
の
前
年
の
元
禄
二
年
の
秋
の
伊
勢
遷
宮
の
事
が
の
べ
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
、
つ
づ
く
「
は
し
ら
ご
よ
み
」
に
は
元
禄
三
年
の
干
支
を
当
込
ん
だ
文
句
が
綴
り
込
ま
れ
て
い
て
、
　
「
源
氏
鳥
帽
子
折
」
上
演
の
年
の
事
情
に
合
わ
な
か
っ
た
た
め
に
こ
れ
を
は
ぶ
き
、
同
じ
く
主
人
公
が
宮
め
ぐ
り
を
す
る
「
三
社
託
宣
由
来
」
の
景
事
を
都
合
の
悪
い
主
人
公
名
だ
け
変
更
し
て
利
用
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
　
「
鳥
羽
恋
塚
物
語
」
と
「
一
心
五
戒
魂
」
　
宇
治
加
賀
橡
正
本
「
鳥
羽
恋
塚
物
語
」
は
天
和
元
年
（
延
宝
九
年
）
六
月
下
旬
刊
行
の
加
賀
豫
段
物
集
『
大
竹
集
』
に
「
恋
塚
物
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
即
語
」
と
し
て
、
　
「
為
若
道
行
」
と
「
勧
進
帳
」
が
収
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
こ
の
と
き
ま
で
の
成
立
と
認
め
ら
れ
て
い
る
。
の
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
に
、
元
禄
十
一
年
に
こ
の
改
作
で
あ
る
二
心
五
戒
魂
」
が
竹
本
座
で
義
太
夫
に
よ
っ
て
語
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
　
コ
心
五
戒
魂
」
は
、
’
同
じ
義
太
夫
に
よ
っ
て
、
元
禄
十
五
年
に
再
演
き
れ
た
ら
し
い
。
元
禄
十
四
年
の
石
井
兄
弟
の
仇
討
を
し
く
ん
だ
一
段
浄
瑠
璃
の
「
道
中
評
判
敵
討
」
の
正
本
に
コ
心
五
戒
魂
切
上
る
り
」
と
あ
り
、
ま
た
、
明
和
版
『
外
題
年
鑑
』
に
よ
る
と
、
元
禄
十
五
年
九
月
九
日
に
「
新
一
心
五
戒
の
魂
』
と
い
う
作
が
上
演
さ
れ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
宇
治
加
賀
橡
座
で
は
元
禄
十
六
年
の
十
一
月
に
義
太
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
亀
夫
の
コ
心
五
戒
魂
」
を
ほ
と
ん
ど
同
文
の
ま
ま
に
と
っ
て
コ
心
五
戒
魂
L
の
外
題
で
語
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
正
本
に
は
近
松
の
署
名
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
近
松
死
去
の
翌
享
保
十
年
六
月
の
盆
興
行
に
「
復
鳥
羽
恋
塚
」
と
改
題
し
て
竹
本
座
が
上
演
し
た
際
の
正
本
八
行
本
の
奥
付
に
は
筑
後
豫
・
近
松
の
署
名
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
「
一
心
五
戒
魂
」
は
、
文
覚
が
那
智
の
滝
で
荒
行
の
最
中
に
悶
絶
し
、
か
れ
の
胸
中
か
ら
五
色
の
玉
が
飛
び
出
し
て
、
四
方
へ
離
散
近松青年期の述作（諏訪）
す
る
こ
と
か
ら
筆
を
起
し
、
以
後
、
か
れ
の
過
去
未
来
の
行
状
を
夢
に
み
る
と
い
う
筋
と
な
っ
て
い
る
。
　
「
鳥
羽
恋
塚
物
語
」
を
下
敷
と
し
て
筋
を
複
雑
に
し
た
も
の
で
、
こ
と
に
第
三
段
、
第
四
段
は
、
　
「
鳥
羽
恋
塚
物
語
」
の
初
段
切
か
ら
二
段
目
、
三
段
目
の
筋
を
そ
れ
ぞ
れ
に
と
り
入
れ
て
劇
化
し
て
お
り
、
詞
章
上
の
類
似
点
も
多
く
指
摘
で
き
る
。
そ
の
間
の
関
係
を
た
ど
っ
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
　
「
鳥
羽
恋
塚
物
語
」
の
梗
概
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
　
近
衛
院
の
治
世
、
摂
津
渡
辺
橋
の
供
養
の
奉
行
に
任
じ
ら
れ
た
遠
藤
盛
遠
鳳
渡
り
初
め
の
折
に
叔
母
衣
川
に
伴
わ
れ
た
従
妹
の
袈
裟
　
御
前
を
見
染
め
、
叔
母
に
袈
裟
を
く
れ
る
よ
う
強
要
す
る
。
袈
裟
は
止
む
な
く
夫
の
源
渡
を
手
引
き
し
て
殺
し
た
の
ち
に
添
お
う
と
　
約
束
し
て
、
み
ず
か
ら
盛
遠
の
手
に
か
か
っ
て
死
ぬ
。
盛
遠
は
討
っ
た
首
が
袈
裟
の
も
の
と
知
り
、
渡
の
前
に
す
べ
て
を
餓
悔
し
二
　
人
で
刺
し
違
え
て
死
の
う
と
し
た
が
、
衣
川
に
止
め
ら
れ
両
人
は
出
家
す
る
。
袈
裟
と
渡
と
の
間
に
生
れ
た
為
若
は
成
長
し
て
鳥
羽
　
の
庵
室
に
母
を
尋
ね
、
一
夜
母
の
亡
霊
と
逢
っ
て
こ
と
ば
を
か
わ
し
た
。
母
の
霊
の
告
に
よ
り
、
父
が
東
大
寺
の
俊
乗
坊
重
源
で
あ
　
る
こ
と
を
知
り
、
尋
ね
て
行
く
が
父
は
名
告
り
あ
わ
な
い
。
そ
の
後
、
為
若
は
盛
遠
の
文
覚
を
母
の
仇
と
ね
ら
い
、
　
一
太
刀
怨
み
を
　
は
ら
そ
う
と
高
尾
山
神
護
寺
に
お
も
む
く
。
そ
し
て
、
そ
の
召
使
い
と
な
っ
て
仇
討
ち
の
時
機
を
う
か
が
う
う
ち
、
文
覚
の
法
力
に
　
心
服
し
、
そ
の
紹
介
で
新
黒
谷
法
然
上
人
の
弟
子
と
な
っ
て
名
を
あ
げ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
書
き
替
え
た
コ
心
五
戒
魂
」
は
、
那
智
の
滝
壺
で
荒
行
中
に
悶
絶
し
た
文
覚
の
胸
中
か
ら
五
つ
の
玉
が
飛
散
し
、
文
覚
は
、
夢
現
の
う
ち
に
、
自
分
の
過
去
未
来
を
見
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
大
枠
を
か
ま
え
、
少
年
時
、
虎
若
と
名
乗
っ
た
文
覚
が
、
元
服
し
て
盛
遠
、
出
家
し
て
文
覚
と
な
る
ま
で
の
あ
い
だ
に
、
殺
生
、
楡
盗
、
邪
淫
、
妄
語
、
飲
酒
の
五
戒
を
犯
す
と
い
う
筋
を
展
開
し
て
い
る
。
　
こ
の
作
の
第
三
段
は
、
盛
遠
が
按
察
使
大
納
言
資
方
の
娘
薫
姫
と
祝
言
の
式
を
あ
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
日
、
同
席
の
袈
裟
御
前
が
初
一148一
恋
の
人
と
知
っ
て
、
叔
母
の
衣
川
に
袈
裟
御
前
と
添
わ
せ
る
よ
う
強
要
す
る
筋
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
後
に
展
開
す
る
源
の
渡
館
の
場
面
は
、
　
「
鳥
羽
恋
塚
物
語
」
の
第
二
段
目
渡
館
に
拠
っ
て
い
て
、
断
片
的
な
が
ら
詞
章
上
の
関
係
も
認
め
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
袈
裟
が
夫
の
身
代
り
と
な
っ
て
死
ぬ
覚
悟
を
固
め
、
一
子
為
若
と
別
れ
を
惜
し
む
場
面
を
比
較
し
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
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「
鳥
羽
恋
塚
物
語
」
い
た
は
し
や
袈
裟
御
前
。
思
ひ
も
よ
ら
ぬ
盛
遠
の
ふ
か
く
じ
ん
に
出
会
て
。
母
の
が
い
を
の
が
れ
ん
た
め
妻
の
渡
を
う
た
せ
ん
と
。
約
束
せ
し
日
限
も
け
ふ
の
今
宵
に
成
に
け
り
…
…
か
ほ
ど
に
う
す
き
ゑ
ん
な
ら
ば
な
ど
た
い
な
い
に
て
。
ゆ
と
も
水
と
も
な
り
は
せ
で
。
思
の
き
つ
な
な
が
き
世
の
ま
よ
ひ
の
た
ね
か
や
う
ら
め
し
や
。
…
…
為
若
わ
つ
と
な
き
給
へ
ば
。
お
ち
や
め
の
と
は
か
け
来
り
。
な
ぜ
む
つ
か
ら
せ
給
ふ
そ
や
為
さ
ま
こ
な
た
へ
く
と
ほ
、
に
い
だ
き
ち
を
ふ
く
め
ね
ん
く
お
ろ
㌧
と
。
す
か
し
け
り
　
コ
心
五
戒
魂
」
御
痛
は
し
や
。
袈
裟
御
前
元
よ
り
つ
ま
の
身
に
代
り
。
死
な
ん
も
の
を
と
思
ひ
切
る
心
の
色
を
知
ら
せ
じ
と
。
も
と
の
座
敷
に
立
帰
り
。
…
…
択
も
悲
し
や
か
く
計
浅
き
え
に
し
と
知
る
な
ら
ば
。
い
か
成
霜
共
見
ぬ
う
ち
に
消
え
て
は
か
な
く
な
り
も
せ
で
。
蝶
よ
花
よ
と
撫
子
の
別
れ
に
心
ひ
か
さ
れ
て
。
長
き
よ
み
ち
の
さ
は
り
共
な
ら
ん
事
こ
そ
悲
し
や
と
…
…
為
若
お
び
え
目
を
さ
ま
し
。
わ
つ
と
泣
き
出
し
給
ふ
を
ば
め
の
と
立
寄
り
。
折
角
寝
入
り
給
ふ
を
お
い
と
し
ぼ
げ
に
こ
な
た
へ
と
。
茂
蔵
に
い
た
だ
か
せ
て
。
ね
ん
く
お
ろ
～
と
瞭
し
つ
～
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さ
ら
に
、
第
四
段
は
北
山
で
修
業
を
つ
み
、
十
二
歳
に
成
長
し
た
為
若
が
鳥
羽
へ
母
を
尋
ね
、
一
夜
母
の
亡
霊
と
出
逢
っ
て
語
り
明
か
す
と
い
う
、
　
「
鳥
羽
恋
塚
物
語
」
の
第
三
段
を
書
き
替
え
た
場
面
を
主
要
の
見
せ
場
と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
も
構
想
上
の
影
響
に
止
ま
ら
ず
、
詞
章
上
の
類
似
性
も
指
摘
で
き
る
。
た
と
え
ば
為
若
が
母
の
亡
霊
と
出
逢
う
場
面
で
あ
る
。
　
「
鳥
羽
恋
塚
物
語
」
愛
に
と
あ
る
い
ほ
り
の
内
に
と
も
し
の
ひ
か
り
見
へ
け
れ
ば
。
こ
は
う
れ
し
や
と
立
よ
り
て
戸
を
ほ
と
ほ
と
、
を
と
つ
れ
給
ふ
。
内
よ
り
女
の
こ
ゑ
と
し
て
た
れ
人
成
ぞ
と
有
け
れ
ば
。
い
や
苦
し
う
も
候
は
ず
。
都
が
た
の
も
の
な
る
が
し
ら
ぬ
道
に
行
く
れ
。
こ
と
に
雨
さ
へ
し
き
り
な
れ
ば
。
　
一
夜
を
あ
か
さ
せ
給
れ
と
さ
も
し
ほ
。
く
と
そ
申
さ
る
、
。
あ
る
じ
と
ぼ
そ
を
お
し
あ
け
て
。
掬
い
た
は
し
や
い
ま
だ
と
し
に
も
た
ら
ず
し
て
。
い
か
で
震
に
は
ま
よ
ひ
給
ふ
ぞ
。
先
々
こ
な
た
へ
く
と
。
御
手
を
取
て
内
に
入
よ
き
に
い
た
は
り
給
ひ
け
り
。
　
こ
の
よ
う
に
、
の
ち
、
　
「
つ
れ
く
草
」
　
「
あ
ふ
ひ
の
う
へ
」
と
「
蝉
丸
」
　
天
和
元
年
の
宇
治
加
賀
豫
正
本
「
つ
れ
く
草
」
は
、
田
兼
好
を
主
人
公
と
し
、
随
所
に
「
徒
然
草
」
　
　
　
　
詞
章
上
の
不
即
不
離
の
関
係
は
為
若
が
庵
の
女
主
人
を
袈
裟
と
知
っ
て
互
い
に
名
告
り
あ
い
、
夜
明
け
と
と
も
に
母
の
亡
霊
が
消
え
失
せ
る
と
こ
ろ
ま
で
つ
づ
い
て
い
る
。
　
「
一
心
五
戒
魂
」
盧
の
丸
屋
の
離
れ
い
ほ
。
嬉
し
や
弦
に
宿
か
ら
ん
と
戸
を
ほ
と
く
と
た
＼
か
る
㌧
。
内
よ
り
女
の
声
と
し
て
。
た
そ
や
そ
も
訪
ふ
人
も
な
き
此
宿
に
。
夜
中
と
い
ひ
何
の
用
有
て
や
と
答
む
れ
ば
。
イ
ヤ
苦
し
く
も
候
は
ず
。
我
は
都
の
者
成
が
行
暮
れ
道
に
踏
み
迷
ひ
。
し
か
も
雨
さ
へ
頻
に
て
立
寄
る
か
げ
も
候
は
ず
。
一
夜
を
明
か
さ
せ
給
れ
と
声
う
ち
し
ほ
れ
の
給
へ
ば
。
あ
る
じ
折
戸
を
を
し
ひ
ら
き
。
ヲ
＼
い
と
を
し
や
と
し
は
も
ゆ
か
ぬ
身
つ
か
ら
に
。
し
ん
の
や
み
ち
を
行
ま
よ
ひ
さ
ぞ
心
憂
く
お
は
す
ら
ん
。
先
々
こ
な
た
へ
く
と
手
を
引
内
に
い
ざ
な
ひ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
晩
語
り
あ
か
し
た
　
　
　
　
加
賀
縁
の
段
物
集
『
若
竹
集
』
に
「
吉
田
兼
好
物
語
」
と
あ
る
よ
う
に
、
吉
の
文
章
を
ち
り
ば
め
て
成
っ
て
い
る
。
こ
の
作
の
全
体
の
筋
は
の
ち
に
宝
永
三
年
の
近
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松
作
「
兼
好
法
師
物
見
車
」
に
と
り
入
れ
ら
れ
て
複
雑
化
さ
れ
て
お
り
、
両
作
に
は
、
筋
の
運
び
、
人
物
関
係
、
詞
章
上
で
も
か
な
り
・
密
接
な
関
係
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
作
の
第
二
段
切
で
、
兼
好
を
慕
っ
て
、
皇
女
菅
の
宮
の
た
め
に
思
い
を
と
げ
ら
れ
ぬ
侍
従
の
局
が
、
嫉
妬
の
あ
ま
り
、
貴
船
社
に
丑
の
時
詣
で
を
し
、
つ
い
に
、
一
念
蛇
体
と
な
る
筋
は
、
元
禄
初
年
の
近
松
作
「
蝉
丸
」
の
第
一
段
切
の
場
面
と
酷
似
し
て
い
る
。
　
　
「
つ
れ
く
草
」
の
こ
の
場
面
の
筋
の
運
び
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
　
ω
兼
好
に
言
い
寄
っ
た
と
が
で
主
人
の
菅
の
宮
か
ら
勘
当
さ
れ
た
侍
従
は
、
貴
船
神
社
へ
の
呪
い
の
丑
の
時
詣
で
を
思
い
立
つ
。
　
②
貴
船
神
社
の
社
人
た
ち
は
都
の
女
た
ち
の
丑
の
時
詣
で
を
防
ぐ
た
め
、
神
前
の
橋
の
中
の
間
を
引
離
し
た
。
　
㈲
貴
船
の
川
に
た
ど
り
着
い
た
侍
従
は
、
岩
を
伝
い
、
枯
木
の
枝
に
取
つ
い
て
川
を
渡
り
、
神
前
に
た
ど
り
着
い
た
。
　
ω
菅
の
宮
を
呪
っ
て
侍
従
が
鳥
居
に
釘
を
打
ち
込
む
と
鳥
居
か
ら
血
が
流
れ
て
貴
船
の
川
は
紅
に
染
ま
る
。
　
㈲
帰
途
、
先
の
枯
木
に
頼
り
て
川
を
渡
り
か
け
た
侍
従
は
枝
が
折
れ
て
川
に
落
ち
込
ん
だ
。
そ
の
瞬
間
、
鳥
居
は
う
め
き
声
を
発
　
　
し
、
御
神
体
は
猛
火
と
な
っ
て
燃
え
、
山
は
震
動
し
て
車
軸
を
流
し
た
よ
う
に
雨
が
降
り
だ
し
た
。
　
⑥
侍
従
は
蛇
体
と
な
っ
て
鳥
居
を
巻
き
、
い
ず
こ
と
も
な
く
消
え
失
せ
た
。
こ
れ
が
「
蝉
丸
」
で
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
　
ω
夫
蝉
丸
と
そ
の
恋
人
直
姫
を
兄
の
早
広
か
ら
た
き
つ
け
ら
れ
た
北
の
方
は
嫉
妬
か
ら
狂
乱
す
る
。
　
②
蝉
丸
の
乳
人
左
衛
門
の
督
清
貫
は
直
姫
を
探
し
て
宇
治
の
橋
姫
神
社
に
来
、
松
の
古
木
に
登
っ
て
女
人
の
丑
の
時
参
り
を
の
ぞ
き
　
　
見
る
。
　
㈲
蝉
丸
の
北
の
方
と
蝉
丸
に
思
い
を
か
け
る
女
院
の
上
童
芭
蕉
が
直
姫
を
呪
っ
て
神
木
に
釘
を
打
ち
込
む
と
神
木
か
ら
血
が
流
れ
　
　
る
。
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ω
木
か
ら
落
ち
た
清
貫
に
驚
き
、
北
の
方
と
芭
蕉
は
逃
げ
去
ろ
う
と
し
た
が
、
北
の
方
は
清
貫
に
つ
か
ま
る
。
　
⑤
宇
治
川
に
投
身
自
殺
し
た
北
の
方
は
嫉
妬
の
蛇
身
と
な
っ
て
鳥
居
を
巻
き
、
川
に
飛
び
込
ん
で
姿
を
消
し
た
。
前
者
の
一
人
に
対
し
、
後
者
は
二
人
の
女
性
を
登
場
さ
せ
る
な
ど
、
巧
み
に
書
き
替
え
て
は
あ
る
が
、
全
体
の
構
成
、
細
部
の
段
取
に
ま
ぎ
れ
も
な
い
類
似
性
を
看
て
取
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
前
者
の
ω
と
後
者
の
ω
、
ω
と
③
、
⑤
と
ω
、
⑥
と
㈲
な
ど
の
対
応
は
、
丑
の
時
参
り
の
定
型
を
襲
っ
た
も
の
と
は
い
い
な
が
ら
、
そ
れ
に
止
ら
ず
、
後
者
は
前
老
を
参
照
し
て
書
か
れ
た
も
の
と
い
う
感
じ
を
捨
て
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
　
加
賀
豫
に
は
も
う
一
作
女
性
の
丑
の
時
参
り
を
仕
組
ん
だ
作
が
あ
る
。
信
多
純
一
氏
に
よ
っ
て
貞
享
初
年
頃
の
刊
行
と
推
定
さ
れ
て
注
1
1
い
る
「
あ
ふ
ひ
の
う
へ
」
で
あ
る
。
謡
曲
「
葵
上
」
に
よ
っ
て
、
光
源
氏
の
思
い
人
御
息
所
が
北
の
方
葵
上
と
の
車
争
い
に
負
け
た
こ
と
を
恨
ん
で
、
貴
船
神
社
に
丑
の
時
参
り
を
し
て
葵
上
を
苦
し
め
る
と
い
う
筋
で
あ
る
が
、
こ
の
作
の
第
三
段
「
み
や
す
所
き
ぶ
ね
詣
」
で
、
御
息
所
が
貴
船
神
社
に
丑
の
時
参
り
に
出
か
け
、
こ
れ
も
葵
上
に
夫
を
奪
わ
れ
た
と
思
い
こ
ん
で
嫉
妬
す
る
市
原
野
の
農
夫
の
妻
と
行
遇
い
、
共
に
格
気
講
を
始
め
る
辺
は
「
蝿
丸
」
と
詞
章
上
の
類
似
性
も
指
摘
で
き
る
。
　
「
あ
ふ
ひ
の
う
へ
」
の
こ
の
場
面
の
筋
の
展
開
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
　
ω
北
の
方
は
嫉
妬
心
か
ら
貴
船
神
社
へ
の
丑
の
時
参
り
を
思
い
立
つ
。
　
②
北
の
方
は
、
貴
船
川
を
風
に
吹
き
倒
さ
れ
た
大
木
を
伝
っ
て
渡
り
終
え
る
。
　
③
こ
れ
も
葵
の
上
に
嫉
妬
す
る
農
夫
の
妻
と
行
遇
っ
て
共
に
神
木
に
釘
を
打
込
ん
だ
あ
と
、
二
人
連
れ
立
っ
て
下
向
す
る
。
以
上
の
よ
う
で
あ
っ
て
、
釘
を
打
ち
込
ま
れ
た
個
所
か
ら
火
を
発
す
る
趣
向
、
川
へ
入
水
し
て
蛇
身
と
な
る
筋
な
ど
は
み
ら
れ
な
い
が
、
こ
の
作
の
㈹
の
個
所
と
「
蝉
丸
」
の
㈲
の
個
所
に
詞
章
上
の
類
似
性
が
認
め
ら
れ
る
。
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「
あ
ふ
ひ
の
う
へ
」
な
ふ
そ
れ
な
る
は
何
人
ぞ
と
あ
れ
ば
か
れ
も
は
つ
と
を
ど
う
き
。
し
て
又
さ
い
ふ
は
い
か
成
人
ぞ
…
…
我
と
て
も
。
御
身
に
か
は
ら
ぬ
か
た
ち
な
れ
ば
神
へ
の
ね
が
ひ
も
か
は
る
ま
じ
。
さ
だ
め
て
御
身
も
し
つ
と
よ
の
。
い
か
に
も
く
し
つ
と
な
る
が
。
御
身
も
お
な
じ
ね
た
み
か
や
…
…
御
身
の
と
の
ご
も
し
や
う
わ
る
か
や
。
し
か
ら
ば
い
ざ
立
な
が
ら
り
ん
き
か
う
を
は
じ
め
。
た
が
ひ
に
か
た
り
て
な
り
と
も
う
き
を
は
ら
さ
ん
…
大
く
ぎ
を
取
出
し
。
掬
神
木
に
立
か
㌧
り
。
是
は
に
く
き
葵
上
が
両
が
ん
に
う
つ
く
ぎ
也
。
は
や
つ
ぶ
れ
よ
と
丁
ど
打
。
是
は
葵
が
む
な
い
た
心
も
と
へ
う
つ
く
ぎ
な
り
。
五
た
い
く
だ
け
て
み
じ
ん
に
な
れ
と
廿
四
本
の
く
ぎ
の
か
ず
。
つ
が
ひ
く
ふ
し
ぐ
へ
せ
め
て
は
打
て
慰
め
と
。
お
ど
り
あ
が
り
と
び
あ
が
り
丁
々
ど
打
け
れ
ば
。
さ
し
も
に
ふ
と
き
た
い
ぼ
く
も
ゆ
る
ぐ
計
に
見
え
に
け
り
。
こ
う
し
て
み
る
と
「
蝉
丸
」
の
丑
の
時
参
り
は
、
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
　
「
念
仏
往
生
記
」
と
「
大
原
問
答
」
　
「
文
武
五
人
男
」
　
「
蝿
丸
」
な
ふ
わ
上
ら
う
は
何
人
ぞ
と
あ
れ
ば
さ
い
ふ
御
身
は
何
者
ぞ
。
ヲ
＼
御
身
に
か
は
ら
ぬ
姿
な
れ
ば
い
の
り
も
お
な
じ
し
つ
と
よ
の
。
さ
れ
ば
我
も
り
ん
き
事
撮
も
世
の
中
に
性
の
よ
き
事
は
な
し
。
拠
々
あ
ふ
た
り
か
な
ふ
た
り
い
ざ
立
な
が
ら
り
ん
き
か
う
を
は
じ
め
。
か
た
り
て
う
さ
を
は
ら
さ
ん
と
く
ぎ
取
出
し
。
是
は
な
を
姫
が
両
が
ん
に
う
つ
く
ぎ
は
や
つ
ぶ
れ
よ
と
丁
ど
打
。
是
く
び
の
ほ
ね
む
な
い
た
五
た
い
く
さ
れ
と
は
た
と
打
。
四
十
四
本
の
く
ぎ
の
か
ず
す
ぢ
ほ
ね
ふ
し
ぐ
つ
か
ひ
く
。
打
て
思
ひ
を
は
ら
せ
よ
と
お
ど
り
あ
が
り
と
び
あ
が
り
。
て
う
く
は
た
く
丁
ど
う
て
ば
。
く
ぎ
め
よ
り
ち
な
が
れ
て
さ
し
も
の
大
木
ゆ
る
ぐ
に
ぞ
。
「
あ
ふ
ひ
の
う
へ
」
の
詞
章
に
「
つ
れ
く
草
」
の
筋
の
運
び
を
加
え
て
成
立
し
た
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延
宝
六
年
秋
八
月
刊
行
の
加
賀
豫
の
段
物
集
『
竹
子
集
』
に
、
　
「
大
原
問
答
」
の
題
で
、
　
「
名
所
」
、
「
道
行
」
、
「
九
ほ
ん
の
じ
や
う
ど
」
の
三
章
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
　
「
道
行
」
の
章
は
、
こ
れ
よ
り
先
の
同
年
三
月
刊
行
の
加
賀
豫
段
物
集
『
道
行
揃
』
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
こ
の
延
宝
六
年
三
月
以
前
に
刊
行
さ
れ
た
「
大
原
問
答
」
と
い
う
正
本
は
現
存
せ
ず
、
こ
れ
を
改
作
・
改
題
し
た
「
念
仏
往
生
記
」
と
い
う
山
本
版
の
八
行
本
が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
再
稿
「
念
仏
往
生
記
」
の
成
立
時
期
を
藤
井
乙
男
氏
は
天
和
ご
　
　
　
　
（
注
1
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
1
3
）
う
と
推
定
さ
れ
、
信
多
純
一
氏
は
、
天
和
三
年
二
月
刊
行
の
『
乱
曲
集
』
以
降
と
さ
れ
て
い
る
。
，
さ
ら
に
、
元
禄
初
年
頃
版
の
義
太
夫
本
「
大
原
問
答
」
は
、
加
賀
豫
の
八
行
本
を
そ
の
ま
ま
襲
用
し
、
た
だ
第
三
段
の
「
名
所
づ
く
し
」
を
「
洛
陽
町
づ
く
し
」
と
改
め
て
文
章
を
書
き
替
え
て
い
る
。
こ
の
義
太
夫
本
は
、
竹
本
義
太
夫
・
近
松
門
左
衛
門
の
連
名
の
奥
付
を
持
ち
、
近
松
門
左
衛
門
の
名
の
下
に
は
花
押
も
添
え
ら
れ
て
い
る
。
き
ら
に
、
こ
の
義
太
夫
本
「
大
原
問
答
」
は
の
ち
に
「
大
原
問
答
青
葉
笛
」
、
さ
ら
に
「
須
磨
寺
青
葉
笛
」
と
改
題
刊
行
さ
れ
る
が
、
こ
の
後
者
の
二
作
に
は
筑
後
豫
と
近
松
連
名
の
奥
付
が
あ
る
。
　
「
念
仏
往
生
記
」
の
第
二
段
「
き
よ
姫
兄
弟
道
行
」
は
、
　
『
道
行
揃
』
や
『
竹
子
集
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
原
「
大
原
問
答
」
の
「
道
行
」
が
「
あ
ら
い
た
は
し
や
。
た
ね
な
を
は
」
と
種
直
一
人
の
道
行
と
す
る
の
を
「
あ
ら
い
た
は
し
や
。
清
姫
た
ね
な
を
兄
弟
は
」
と
し
て
、
清
姫
と
い
う
女
性
を
登
場
さ
せ
る
だ
け
で
、
他
は
同
文
で
あ
る
。
し
か
し
、
ふ
し
づ
け
は
同
じ
加
賀
豫
の
語
り
物
で
あ
り
な
が
ら
、
若
干
の
相
違
が
み
ら
れ
る
。
　
同
様
な
こ
と
は
、
原
「
大
原
問
答
」
の
「
名
所
」
や
「
九
ほ
ん
の
じ
ゃ
う
ど
」
と
「
念
仏
往
生
記
」
の
「
名
所
づ
く
し
」
や
「
九
品
の
浄
土
」
に
つ
い
て
も
い
え
る
。
詞
章
は
連
結
す
る
個
所
を
除
け
ば
ほ
と
ん
ど
全
く
同
文
で
あ
る
が
、
節
付
に
は
わ
ず
か
な
が
ら
相
違
が
み
ら
れ
る
。
　
義
太
夫
正
本
の
「
大
原
問
答
」
は
こ
の
「
念
仏
往
生
記
」
の
「
名
所
づ
く
し
」
を
「
洛
陽
町
づ
く
し
」
と
し
て
書
き
改
め
て
い
る
。
義
太
夫
が
な
ぜ
他
の
部
分
は
加
賀
橡
の
「
念
仏
往
生
記
」
を
そ
の
ま
ま
利
用
し
て
お
き
な
が
ら
こ
の
節
事
部
分
だ
け
を
と
り
か
え
た
の
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か
、
そ
の
理
由
は
明
ら
か
で
な
い
。
た
だ
、
こ
の
お
き
か
え
ら
れ
た
「
名
所
づ
く
し
」
に
比
較
し
て
「
洛
陽
町
づ
く
し
」
は
は
る
か
に
軽
快
な
元
禄
調
が
横
溢
し
て
お
り
、
節
事
と
し
て
は
す
ぐ
れ
て
い
る
。
　
「
文
武
五
人
男
」
は
十
行
二
十
九
丁
本
（
天
理
図
書
館
所
蔵
）
の
内
題
下
に
「
近
松
門
左
衛
門
作
」
と
あ
っ
て
近
松
の
確
実
作
に
か
ぞ
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
作
の
上
演
年
は
明
ら
か
で
な
く
、
　
『
鵬
鵡
篭
中
記
』
元
禄
七
年
七
月
十
五
日
の
条
に
名
古
屋
在
御
器
所
村
で
竹
本
義
太
夫
が
「
文
武
五
人
男
」
を
上
演
し
た
記
録
が
み
え
る
の
で
こ
の
と
き
以
前
の
成
立
で
あ
る
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
作
の
第
三
段
に
「
か
ら
あ
や
名
所
づ
く
し
」
と
い
う
節
事
が
あ
る
。
こ
の
作
は
頼
義
の
叔
父
頼
親
入
道
が
頼
義
を
除
こ
う
と
し
て
種
々
の
悪
計
を
め
ぐ
ら
す
の
を
頼
光
の
臣
下
の
一
人
武
者
と
四
天
王
の
子
供
た
ち
の
五
勇
士
が
主
人
頼
義
を
助
け
て
頼
親
を
滅
す
こ
と
を
の
べ
た
作
で
、
そ
の
第
三
段
は
、
小
塩
山
山
荘
に
世
を
忍
ぶ
頼
義
の
許
婚
光
姫
の
許
へ
坂
田
金
平
の
妹
唐
綾
と
下
女
が
訪
れ
て
き
て
頼
義
の
消
息
を
伝
え
、
さ
ら
に
、
東
山
の
名
所
尽
し
を
語
っ
て
光
姫
を
慰
め
る
条
で
あ
る
。
　
「
か
ら
あ
や
名
所
づ
く
し
」
は
「
念
仏
往
生
記
」
の
「
名
所
づ
く
し
」
に
若
干
の
修
正
を
加
え
た
に
す
ぎ
な
い
も
の
で
あ
る
。
そ
の
修
正
の
個
所
を
比
較
し
て
み
る
と
、
明
ら
か
に
表
現
の
む
ず
か
し
い
個
所
を
わ
か
り
や
す
く
改
め
た
も
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。
く
は
ん
む
で
ん
げ
う
御
心
を
ひ
え
い
し
て
↓
く
は
ん
む
で
ん
げ
う
御
心
を
ひ
と
つ
に
し
て
く
も
水
は
。
是
く
は
ん
を
ん
の
し
や
す
い
か
や
。
に
よ
い
が
だ
け
よ
り
。
↓
く
も
み
つ
は
に
よ
い
が
だ
け
よ
り
つ
ま
木
こ
る
身
も
恋
。
す
る
や
か
げ
は
。
や
せ
の
さ
と
人
↓
つ
ま
ぎ
と
る
身
も
。
恋
す
る
や
か
げ
は
や
せ
の
さ
と
人
。
節
章
は
、
大
体
は
「
念
仏
往
生
記
」
に
拠
っ
て
い
て
、
し
か
も
、
流
行
歌
や
掛
合
語
り
を
取
入
れ
て
変
化
を
は
か
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
場
合
も
、
節
事
の
近
世
化
、
元
禄
化
が
進
ん
で
い
た
と
い
え
よ
う
。
　
「
甲
子
祭
」
と
「
蝉
丸
」
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「
甲
子
祭
」
の
第
五
段
、
弁
慶
の
夢
想
に
善
女
竜
王
が
出
現
し
、
　
「
人
間
懐
胎
誕
生
の
相
」
を
物
語
る
節
事
は
、
元
禄
初
年
上
演
（
元
禄
十
五
年
再
演
）
の
近
松
作
「
蝉
丸
」
の
第
五
段
の
節
事
「
懐
胎
十
月
の
由
来
」
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
　
「
蝉
丸
」
の
利
用
の
仕
方
は
、
　
「
甲
子
祭
」
の
節
事
を
ほ
と
ん
ど
そ
の
ま
ま
に
用
い
、
二
月
以
降
の
各
月
は
一
部
を
省
略
し
、
十
月
以
降
は
全
く
別
文
に
書
き
替
え
て
い
る
。
節
付
は
異
っ
て
い
る
。
省
略
し
た
の
は
語
り
物
の
長
さ
の
関
係
か
ら
で
あ
ろ
う
が
、
十
月
以
降
が
別
文
に
書
き
替
え
ら
れ
た
理
由
は
明
ら
か
で
な
い
。
　
「
甲
子
祭
」
の
方
で
は
、
源
義
平
の
子
を
身
篭
っ
た
帥
の
内
侍
が
そ
の
子
を
誕
生
す
る
場
面
と
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
　
「
蝉
丸
」
の
方
で
は
、
蝉
丸
の
北
の
方
の
怨
念
を
慰
め
よ
う
と
し
て
行
わ
れ
た
法
事
の
席
で
導
師
の
安
居
院
の
小
聖
が
語
る
場
面
と
な
っ
て
い
て
、
か
な
ら
ず
し
も
子
を
誕
生
さ
せ
る
必
要
が
な
か
っ
た
か
ら
、
　
「
甲
子
祭
」
の
節
事
を
そ
の
ま
ま
用
い
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
　
「
千
載
集
」
と
「
薩
摩
守
忠
度
」
　
宇
治
加
賀
豫
の
正
本
「
千
載
集
」
は
藤
井
乙
男
氏
に
よ
っ
て
主
人
公
薩
摩
守
忠
度
の
五
百
年
忌
に
当
る
貞
享
二
年
の
刊
行
と
推
定
さ
　
　
（
注
1
4
＞
れ
て
い
る
。
こ
の
作
は
翌
貞
享
三
年
に
改
訂
作
「
薩
摩
守
忠
度
」
を
生
む
。
こ
の
「
薩
摩
守
忠
度
」
の
入
行
本
、
十
行
本
な
ど
の
奥
付
に
は
近
松
署
名
が
あ
り
、
旧
古
靱
文
庫
蔵
の
十
二
行
本
に
は
「
貞
享
三
丙
寅
初
冬
吉
辰
」
の
刊
記
が
あ
っ
た
。
　
「
千
載
集
」
は
藤
原
俊
成
が
撰
者
と
な
っ
た
勅
撰
集
「
千
載
集
」
の
編
纂
時
に
お
け
る
薩
摩
守
忠
度
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
中
心
と
し
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
　
　
一
の
谷
の
合
戦
で
討
死
の
覚
悟
を
き
め
た
忠
度
は
和
歌
の
詠
草
を
藤
原
俊
成
に
托
そ
う
と
し
て
都
落
ち
の
途
中
か
ら
引
返
し
た
と
　
こ
ろ
を
源
氏
の
武
士
岡
部
六
弥
太
に
答
め
ら
れ
た
が
、
一
命
を
助
け
ら
れ
た
。
忠
度
は
か
ね
て
関
係
を
持
つ
愛
人
、
俊
成
の
娘
菊
の
　
前
に
一
枚
の
短
冊
を
渡
し
、
同
筆
同
字
の
短
冊
を
戦
場
に
た
ず
さ
え
る
。
そ
の
帰
途
、
稲
毛
の
別
当
瑞
勧
に
忠
度
は
襲
撃
さ
れ
た
　
が
、
六
弥
太
が
こ
れ
を
追
拡
っ
て
く
れ
た
。
一
の
谷
の
合
戦
で
六
弥
太
は
止
む
な
く
忠
度
を
討
ち
取
っ
た
。
一
方
、
稲
毛
の
別
当
も
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忠
度
と
名
告
る
武
者
を
討
取
っ
た
が
、
こ
ち
ら
は
、
忠
度
に
か
つ
て
一
命
を
助
け
ら
れ
た
須
磨
の
海
女
時
雨
が
身
代
り
と
な
っ
た
も
　
の
で
あ
っ
た
。
戦
功
記
録
の
際
、
六
弥
太
の
得
た
首
は
偽
首
と
定
め
ら
れ
た
が
、
六
弥
太
は
鎌
倉
に
下
っ
て
頼
朝
へ
訴
訟
し
て
名
誉
　
を
回
復
し
、
稲
毛
の
別
当
は
悪
事
露
顕
し
て
罰
せ
ら
れ
た
。
　
「
薩
摩
守
忠
度
」
は
こ
れ
と
筋
は
ほ
と
ん
ど
同
一
で
あ
る
が
、
詞
章
は
す
っ
か
り
洗
練
さ
れ
て
面
目
を
一
新
し
、
ま
た
、
稲
毛
別
当
瑞
勧
は
道
善
、
須
磨
の
海
女
時
雨
は
三
日
月
と
名
を
改
め
、
他
に
第
四
段
を
一
部
改
作
し
て
い
る
。
　
一
例
と
し
て
冒
頭
部
分
を
比
較
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
　
「
千
載
集
」
抑
後
白
河
の
院
の
御
宇
に
千
載
集
を
え
ら
ば
る
。
五
条
の
三
位
俊
成
の
卿
。
承
つ
て
是
を
せ
ん
ず
年
は
寿
永
の
秋
の
こ
ろ
。
都
を
出
し
時
な
れ
ば
さ
も
い
そ
が
は
し
か
り
し
身
の
。
く
。
心
の
花
か
蘭
菊
の
。
狐
川
に
ぞ
着
給
ふ
。
「
千
載
集
」
は
浄
瑠
璃
の
大
序
の
定
型
に
従
っ
て
、
後
白
河
の
院
宣
を
う
け
。
度
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
鞭
の
改
作
の
持
つ
意
味
に
つ
い
て
は
か
つ
て
考
え
た
こ
と
が
あ
る
が
、
た
「
千
載
集
」
に
対
し
、
る
。　
「
扇
の
芝
」
と
「
佐
々
木
大
鑑
」
　
「
薩
摩
守
忠
度
」
と
し
は
じ
ゆ
ゑ
い
の
秋
の
比
都
を
出
し
時
な
れ
ば
。
さ
も
い
そ
が
は
し
か
り
身
の
。
く
。
心
の
花
か
ら
ん
ぎ
く
の
。
き
つ
ね
川
に
ぞ
。
着
給
ふ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
世
界
設
定
を
行
な
っ
て
い
る
が
、
た
だ
、
こ
の
冒
頭
文
は
す
こ
し
あ
と
に
「
此
度
　
　
　
　
　
　
　
　
五
条
の
三
位
俊
成
ノ
卿
千
載
集
を
ゑ
ら
ば
る
、
」
と
い
う
忠
度
の
せ
り
ふ
と
重
複
し
て
い
る
。
　
「
薩
摩
守
忠
は
こ
れ
を
避
け
て
冒
頭
の
文
句
を
省
略
し
て
し
ま
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
配
慮
が
随
所
に
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
第
四
段
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
謡
曲
の
修
羅
物
「
忠
度
」
に
よ
っ
て
複
式
夢
幻
能
の
構
成
を
と
っ
　
　
　
　
　
　
　
　
「
薩
摩
守
忠
度
」
は
菊
の
前
の
男
子
出
産
と
い
う
、
き
わ
め
て
人
間
臭
い
、
現
世
的
行
為
に
お
き
か
え
て
い
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義
太
夫
正
本
の
「
佐
々
木
大
鑑
」
は
八
行
本
内
題
下
に
近
松
門
左
衛
門
の
署
名
が
あ
る
。
内
題
下
に
近
松
の
署
名
を
持
つ
最
初
の
作
品
で
あ
る
。
奥
付
に
「
貞
享
三
年
丙
寅
七
月
吉
日
」
の
刊
記
が
あ
っ
て
、
こ
の
作
の
刊
行
年
は
明
ら
か
で
あ
る
。
一
方
、
宇
治
加
賀
橡
の
正
本
コ
扇
の
芝
」
は
貞
享
三
年
七
月
吉
辰
刊
行
の
加
賀
橡
段
物
集
『
新
小
竹
集
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
こ
の
年
の
刊
行
と
推
定
き
れ
る
。
信
多
純
一
氏
は
、
　
「
佐
々
木
大
鑑
」
の
第
一
段
末
の
藤
戸
の
海
先
陣
争
い
の
個
所
と
、
　
コ
扇
の
芝
」
の
第
一
段
末
の
宇
治
川
の
先
陣
争
い
は
同
一
文
で
、
共
に
謡
曲
か
ら
と
っ
て
、
一
二
の
字
句
を
修
正
し
た
に
す
ぎ
ず
、
登
場
す
る
女
主
人
公
二
人
の
濡
れ
場
な
ど
全
体
的
に
も
同
構
成
を
と
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
「
佐
々
木
大
鑑
」
の
前
、
程
遠
か
ら
ぬ
こ
ろ
の
成
立
と
考
え
て
お
ら
れ
注
1
6
る
。　
「
扇
の
芝
」
の
第
一
段
は
、
高
倉
宮
を
奉
じ
て
兵
を
挙
げ
た
源
頼
政
が
平
等
院
で
平
家
方
と
戦
っ
て
敗
れ
、
自
害
す
る
ま
で
の
筋
を
し
ぐ
ん
で
い
る
が
、
こ
こ
で
、
平
家
方
の
田
原
又
太
郎
忠
綱
が
、
頼
政
の
娘
讃
岐
、
竜
田
の
姉
妹
を
助
け
、
讃
岐
が
高
倉
宮
の
胤
を
胎
内
に
宿
し
て
い
る
と
知
り
、
こ
れ
を
落
ち
の
び
さ
せ
よ
う
と
し
、
味
方
に
発
見
さ
れ
て
止
む
な
く
讃
岐
の
首
を
打
つ
件
が
し
く
ま
れ
て
い
る
。
熊
谷
・
敦
盛
の
一
件
の
パ
ロ
デ
ィ
で
あ
る
が
、
　
「
佐
々
木
大
鑑
」
の
第
一
段
の
筋
の
運
び
は
こ
れ
と
き
わ
め
て
酷
似
し
て
い
る
。
源
氏
に
追
わ
れ
て
備
前
の
児
島
に
陣
取
っ
た
平
家
方
を
攻
め
る
た
め
に
海
中
の
浅
瀬
を
探
る
源
氏
方
の
佐
々
木
三
郎
盛
綱
は
、
塩
焼
の
娘
待
宵
、
時
雨
の
姉
妹
を
助
け
、
そ
の
父
藤
太
夫
か
ら
浅
瀬
を
教
わ
る
が
、
そ
の
場
を
兄
の
広
綱
に
見
ら
れ
、
功
を
己
れ
一
人
の
も
の
と
す
る
た
め
に
藤
太
夫
の
一
命
を
断
っ
た
。
全
体
は
謡
曲
「
藤
戸
」
に
よ
っ
て
、
し
か
も
、
人
物
の
関
係
、
筋
の
構
成
に
コ
扇
の
芝
」
と
類
似
す
る
も
の
が
あ
る
。
き
ら
に
、
明
ら
か
に
詞
章
上
の
類
似
性
の
認
め
ら
れ
る
個
所
は
、
そ
の
あ
と
に
つ
づ
く
先
陣
争
い
の
個
所
で
あ
る
。
　
コ
扇
の
芝
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
佐
々
木
大
鑑
」
田
原
ノ
又
太
郎
忠
綱
と
な
の
つ
て
。
宇
治
川
の
せ
ん
ち
ん
我
也
　
　
　
宇
多
の
天
皇
の
末
孫
佐
々
木
の
三
郎
盛
綱
藤
戸
の
海
の
先
陣
一158一
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と
。
な
の
り
も
あ
へ
ず
三
百
余
騎
く
つ
ば
み
を
そ
ろ
へ
川
水
に
。
少
も
た
め
ら
は
ず
む
れ
ゐ
る
。
む
ら
鳥
の
つ
ば
さ
を
な
ら
ぶ
る
は
を
と
も
か
く
や
と
し
ら
な
み
に
ざ
つ
。
く
と
打
い
れ
て
う
き
ぬ
し
づ
み
ぬ
わ
た
し
け
り
。
忠
綱
兵
を
げ
ぢ
し
て
い
は
く
。
水
の
さ
か
ま
く
所
を
ば
。
い
は
あ
り
と
し
る
べ
し
よ
は
き
馬
を
は
下
手
に
た
て
。
つ
よ
き
に
水
を
ふ
せ
が
せ
よ
。
な
が
れ
む
し
や
に
は
ゆ
は
つ
を
と
ら
せ
。
互
に
力
を
あ
は
す
べ
し
と
只
一
人
の
げ
ぢ
に
よ
つ
て
。
さ
ば
か
り
の
大
河
な
れ
ど
も
一
騎
も
な
が
れ
ず
こ
な
た
の
き
し
に
。
お
め
い
て
あ
が
れ
ば
み
か
た
の
せ
い
は
。
我
な
が
ら
ふ
み
も
た
め
ず
。
半
町
計
わ
ぼ
え
ず
し
さ
っ
て
。
き
っ
さ
き
を
そ
ろ
へ
て
震
を
さ
い
ご
と
た
～
か
ふ
た
り
コ
扇
の
芝
」
の
方
は
謡
曲
「
頼
政
」
と
全
く
の
同
文
で
あ
る
が
、
「
佐
々
木
大
鑑
」
の
方
が
複
雑
に
な
っ
て
い
る
。
　
「
盛
久
」
と
「
主
馬
判
官
盛
久
」
　
宇
治
加
賀
豫
正
本
の
「
盛
久
」
は
「
千
載
集
」
度
」
の
後
編
と
し
て
書
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
の
あ
る
「
主
馬
判
官
盛
久
」
　
「
主
馬
判
官
盛
久
」
は
「
盛
久
」
を
同
文
的
に
利
用
し
、
と
。
天
も
ひ
団
け
と
よ
ば
、
れ
ば
。
す
は
や
つ
皮
け
と
三
万
余
騎
。
く
つ
ば
み
を
そ
ろ
へ
白
波
に
ざ
っ
く
と
打
入
れ
。
う
き
ぬ
し
づ
み
ぬ
渡
し
け
り
。
盛
綱
兵
を
下
知
し
て
い
は
く
。
波
の
さ
か
ま
く
所
を
。
岩
有
と
し
る
べ
し
よ
は
き
馬
を
ぱ
下
手
に
立
て
つ
よ
き
に
波
を
ふ
せ
が
せ
よ
。
な
が
れ
武
老
に
は
弓
筈
を
と
ら
せ
。
互
に
力
を
合
す
べ
し
と
。
只
一
人
の
下
知
に
よ
っ
て
。
さ
ば
か
り
の
難
所
な
れ
ど
も
一
騎
も
な
が
れ
ず
む
か
ふ
の
岸
に
。
お
め
い
て
あ
が
れ
ば
平
家
の
勢
は
。
我
な
が
ら
ふ
み
も
た
め
ず
半
町
計
覚
え
ず
し
さ
っ
て
。
き
っ
さ
き
を
そ
ろ
へ
て
震
を
せ
ん
ど
＼
戦
ひ
け
る
。
「
佐
々
木
大
鑑
」
の
方
は
多
少
文
句
を
改
め
て
い
る
。
節
付
は
、
　
　
　
　
　
　
　
　
の
後
編
と
し
て
書
か
れ
、
竹
本
義
太
夫
正
本
の
「
主
馬
判
官
盛
久
」
は
「
薩
摩
守
忠
　
　
　
　
　
　
　
　
『
近
松
全
集
第
二
巻
』
に
は
、
奥
書
に
竹
本
筑
後
豫
と
近
松
門
左
衛
門
両
名
の
署
名
の
八
行
四
十
七
丁
本
が
収
載
さ
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
部
分
的
に
多
少
の
字
句
の
修
正
を
施
し
、
は
る
か
に
洗
練
さ
れ
た
詞
章
に
一159一
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つ
く
り
か
え
て
い
る
。
一
、
二
の
例
を
示
せ
ぱ
次
の
如
く
で
あ
る
。
　
「
盛
久
」
去
程
に
御
船
を
は
じ
め
て
。
一
門
皆
々
舟
に
う
か
め
ば
乗
を
く
れ
じ
と
。
汀
に
打
よ
せ
れ
ば
御
座
船
も
兵
船
も
。
は
る
か
に
の
び
給
ふ
。
せ
ん
か
た
な
み
に
こ
ま
を
ひ
か
へ
。
あ
き
れ
は
て
た
る
有
様
な
り
。
共
に
第
一
段
の
冒
頭
の
文
句
で
あ
る
。
　
「
盛
久
」
の
方
は
謡
曲
「
敦
盛
」
の
文
句
を
利
用
し
て
書
か
れ
て
い
る
が
、
す
ぎ
て
状
況
が
全
く
不
分
明
で
あ
る
の
に
対
し
、
　
「
主
馬
判
官
盛
久
」
の
方
は
文
句
を
補
っ
て
状
況
を
説
明
し
て
い
る
。
君
は
わ
ら
は
が
子
。
な
ふ
子
ゆ
へ
の
や
み
に
ま
よ
ひ
し
そ
か
う
く
あ
れ
と
て
は
な
さ
ね
ば
。
盛
久
あ
き
れ
て
か
ほ
を
な
が
め
。
い
や
は
や
も
た
れ
し
い
ひ
ぶ
ん
た
す
け
ら
れ
て
迷
惑
也
。
孝
行
は
追
ッ
而
の
事
先
々
愛
を
は
な
し
て
た
べ
。
い
や
な
ふ
は
な
さ
じ
と
申
さ
ば
こ
そ
。
御
命
す
く
ふ
た
る
お
礼
聞
て
は
な
さ
ん
と
云
。
　
「
主
馬
判
官
盛
久
」
な
が
と
の
国
へ
も
か
た
き
む
か
ふ
と
聞
し
か
ば
。
又
ふ
ね
に
取
の
り
て
い
つ
く
と
も
な
く
を
し
出
す
。
か
＼
る
を
り
ふ
し
み
か
た
と
も
て
き
か
と
も
い
さ
し
ろ
た
へ
の
。
う
の
花
お
ど
し
に
月
毛
の
こ
ま
う
み
へ
さ
つ
と
打
い
れ
し
か
。
一
も
ん
皆
々
ふ
ね
に
う
か
め
ば
の
り
を
く
れ
じ
と
み
ぎ
は
に
打
よ
れ
ば
。
御
座
船
も
ひ
や
う
せ
ん
も
は
る
か
に
の
び
給
ふ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
文
句
に
頼
り
き
さ
ま
は
わ
が
命
の
子
。
こ
ゆ
へ
の
や
み
に
ま
よ
ひ
し
そ
な
ふ
か
う
く
あ
れ
と
そ
仰
け
る
。
盛
久
重
て
孤
も
も
た
れ
し
女
か
な
た
す
け
ら
れ
て
め
い
わ
く
也
。
い
く
さ
な
か
ば
の
事
な
れ
ば
ぜ
ひ
ご
、
を
は
な
し
て
た
べ
。
エ
㌧
さ
ほ
ど
に
思
召
す
な
ら
ば
。
さ
い
ぜ
ん
わ
ら
は
が
参
ら
せ
し
水
を
か
へ
さ
せ
給
へ
と
あ
る
。
盛
久
お
か
し
く
思
召
。
掬
々
む
り
成
人
に
出
あ
ふ
た
り
。
い
で
水
返
し
申
さ
ん
と
つ
ば
き
ば
き
し
て
ゆ
か
ん
と
す
。
ど
こ
へ
く
さ
な
上
手
を
な
し
給
ひ
そ
。
い
ぜ
ん
は
み
つ
か
ら
口
よ
一160　一
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り
口
へ
ま
い
ら
せ
た
り
。
と
て
も
か
へ
さ
せ
給
ふ
な
ら
ば
。
此
お
口
か
ら
と
い
ひ
け
し
て
。
か
ほ
に
火
を
た
く
は
も
じ
さ
や
。
袖
を
ひ
ね
り
て
申
さ
る
、
。
主
馬
判
官
盛
久
は
小
松
殿
か
ら
妻
と
し
て
賜
っ
た
女
房
床
夜
を
探
し
て
平
家
の
御
座
船
に
引
返
そ
う
と
す
る
が
、
こ
と
を
告
げ
ら
れ
て
死
を
覚
悟
す
る
。
そ
の
と
き
、
流
れ
矢
が
馬
に
当
っ
て
落
馬
し
て
気
絶
し
た
盛
久
を
海
女
の
明
ぼ
の
が
介
抱
す
る
。
気
が
つ
い
た
明
ぼ
の
と
盛
久
の
あ
い
だ
に
交
わ
さ
れ
る
会
話
が
右
の
引
用
文
で
あ
る
が
、
　
「
盛
久
」
に
比
較
し
て
、
　
「
主
馬
判
官
盛
久
」
の
方
は
大
幅
に
対
話
を
増
加
さ
せ
、
盛
久
に
恋
慕
し
た
明
ぼ
の
の
濃
厚
な
情
を
表
現
す
る
の
に
成
功
し
て
い
る
。
な
お
、
こ
う
し
た
字
句
の
修
正
の
他
に
、
　
「
主
馬
判
官
盛
久
」
で
は
、
第
二
段
の
土
屋
陣
中
の
場
面
で
、
土
屋
の
三
郎
に
預
け
ら
れ
た
盛
久
を
鎌
倉
へ
護
送
す
る
駅
馬
徴
発
の
個
所
で
、
　
「
あ
け
ぼ
の
む
ま
こ
う
た
」
の
節
事
が
新
し
く
つ
け
加
え
ら
れ
、
さ
ら
に
第
五
段
で
、
鶴
が
岡
社
の
場
面
で
、
頼
朝
の
裁
き
に
よ
っ
て
、
小
山
太
郎
宗
重
の
悪
事
が
露
顕
し
て
一
件
落
着
の
あ
と
、
千
羽
の
鶴
の
放
鳥
の
見
せ
場
と
「
源
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氏
大
系
図
」
の
節
事
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
増
補
の
持
つ
意
味
に
つ
い
て
は
別
稿
で
考
え
た
こ
と
が
あ
る
。
　
「
弁
慶
京
土
産
」
と
「
本
朝
用
文
章
」
　
「
本
朝
用
文
章
」
の
八
行
五
十
丁
本
の
山
本
九
兵
衛
版
の
奥
付
に
竹
本
義
太
夫
・
近
松
門
左
衛
門
連
名
の
署
名
が
あ
り
、
義
太
夫
に
は
印
記
、
近
松
に
は
花
押
が
認
め
ら
れ
る
。
藤
井
乙
男
氏
は
、
　
「
本
朝
用
文
章
」
は
「
弁
慶
京
土
産
」
の
改
作
で
、
共
に
元
禄
初
年
の
成
立
か
と
推
定
し
て
お
ら
れ
る
。
　
「
本
朝
用
文
章
」
は
『
太
平
記
』
に
よ
っ
て
日
野
資
朝
の
一
子
阿
新
丸
の
事
蹟
を
脚
色
し
て
い
る
。
日
野
資
朝
の
家
来
石
見
守
中
原
は
相
模
入
道
と
内
応
し
て
、
や
が
て
は
相
模
入
道
に
敵
対
す
る
で
あ
ろ
う
資
朝
の
子
阿
新
丸
を
玄
恵
法
印
に
依
頼
し
て
剃
髪
き
せ
よ
う
と
す
る
が
、
資
朝
の
執
権
左
衛
門
尉
藤
原
が
駆
け
つ
け
て
阿
新
の
出
家
を
中
止
さ
せ
る
。
石
見
は
そ
の
後
も
資
朝
を
殺
そ
う
と
は
か
っ
床
夜
の
姿
の
見
え
ぬ
一161一
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て
果
さ
ず
、
資
朝
は
佐
渡
へ
流
さ
れ
、
そ
の
地
の
郡
司
本
間
入
道
に
殺
さ
れ
た
。
阿
新
は
父
の
愛
人
菊
の
姫
と
共
に
父
を
慕
っ
て
佐
渡
へ
渡
り
、
本
間
入
道
を
討
ち
果
し
、
土
地
の
修
験
者
妙
法
坊
に
助
け
ら
れ
て
佐
渡
を
脱
出
、
南
都
薪
能
の
折
に
左
衛
門
尉
藤
原
や
妙
法
坊
の
援
助
に
よ
っ
て
逆
臣
石
見
等
を
亡
ぼ
し
た
。
　
こ
の
「
本
朝
用
文
章
」
と
文
章
・
趣
向
の
う
え
で
密
接
な
関
連
を
持
っ
て
い
る
の
が
角
太
夫
の
語
り
物
「
弁
慶
京
土
産
」
で
あ
る
。
こ
の
作
品
は
牛
若
と
弁
慶
の
活
躍
を
中
心
に
し
く
み
、
清
盛
の
計
略
に
よ
っ
て
出
家
さ
せ
ら
れ
よ
う
と
し
た
牛
若
が
鎌
田
兵
衛
の
一
子
三
郎
正
親
に
救
わ
れ
て
鞍
馬
を
脱
出
、
鬼
一
法
眼
の
娘
千
鳥
の
前
と
契
っ
て
法
眼
の
怒
り
を
買
い
、
一
命
の
危
い
と
こ
ろ
を
弁
慶
に
助
け
ら
れ
て
尾
張
の
常
陸
坊
海
尊
を
頼
り
、
さ
ら
に
奥
州
の
藤
原
秀
衡
の
許
へ
辿
り
つ
く
ま
で
を
脚
色
し
て
い
る
。
　
「
本
朝
用
文
章
」
と
「
弁
慶
京
土
産
」
は
深
い
関
係
に
あ
り
、
人
物
関
係
で
も
場
面
構
成
で
も
両
者
は
対
応
し
て
い
る
。
こ
の
両
者
の
前
後
関
係
に
つ
い
て
、
藤
井
乙
男
氏
は
『
近
松
全
集
第
三
巻
』
の
解
説
中
で
、
　
「
そ
の
前
後
は
定
め
に
く
い
が
、
趣
向
と
し
て
京
土
産
の
方
が
自
然
に
近
い
や
う
に
思
は
れ
る
。
用
文
章
は
こ
の
改
作
で
は
な
か
ら
う
か
」
と
推
測
さ
れ
た
。
筆
者
も
こ
の
藤
井
氏
の
推
測
に
従
っ
て
、
両
者
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
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文
章
を
具
体
的
に
比
較
、
検
討
し
て
、
氏
と
同
様
な
結
論
に
導
か
れ
て
い
る
。
四
　
こ
れ
ま
で
、
寛
文
三
年
の
「
公
平
法
門
謬
」
と
元
禄
二
年
の
「
忠
臣
身
替
物
語
」
に
始
ま
っ
て
、
元
禄
初
年
の
「
弁
慶
京
土
産
」
と
「
本
朝
用
文
章
」
に
及
ぶ
ま
で
、
全
十
六
例
に
わ
た
っ
て
、
元
禄
以
降
の
近
松
確
実
作
ま
た
は
存
疑
作
と
い
わ
れ
る
も
の
と
元
禄
以
前
の
古
浄
瑠
璃
と
の
関
係
を
検
討
し
た
。
こ
の
検
討
を
通
し
て
期
待
し
た
こ
と
は
、
貞
享
ま
で
の
作
老
不
明
の
作
品
群
の
な
か
に
近
松
の
青
年
期
の
述
作
と
考
え
ら
れ
る
も
の
を
見
出
し
得
る
か
、
あ
る
い
は
、
そ
れ
を
見
出
す
た
め
の
何
ら
か
の
手
掛
り
が
得
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
以
下
、
こ
れ
ま
で
に
検
討
し
て
き
た
結
果
を
整
理
し
て
み
よ
う
。
一　162　一
近松青年期の述作（諏訪）
　
右
に
検
討
し
た
類
例
中
に
は
、
種
々
の
段
階
に
わ
た
っ
て
、
近
松
の
確
実
作
と
存
疑
作
が
含
ま
れ
て
い
た
。
即
ち
、
近
松
の
確
実
作
は
次
の
七
作
で
あ
る
。
　
「
出
世
景
清
」
　
「
弘
徽
殿
鵜
羽
産
家
」
　
「
娠
山
姥
」
　
「
蛾
奇
か
る
た
」
　
「
蝉
丸
」
　
「
文
武
五
人
男
」
　
「
佐
々
木
大
鑑
」
こ
れ
ら
の
七
作
は
内
題
下
に
近
松
の
署
名
を
有
す
る
か
、
或
は
「
出
世
景
清
」
の
よ
う
に
他
の
文
献
に
よ
っ
て
近
松
の
作
で
あ
る
こ
と
を
疑
う
こ
と
の
で
き
な
い
作
品
群
で
あ
る
。
こ
の
七
作
に
つ
ぐ
準
確
実
作
は
、
奥
付
に
近
松
の
署
名
が
あ
っ
て
し
か
も
そ
こ
に
花
押
の
み
ら
れ
る
「
大
原
問
答
」
　
「
本
朝
用
文
章
」
の
二
作
で
あ
る
。
　
最
後
に
存
疑
作
と
し
て
、
奥
付
に
近
松
の
署
名
は
あ
る
が
花
押
の
な
い
次
の
五
作
が
あ
げ
ら
れ
る
。
　
「
忠
臣
身
替
物
語
」
　
「
源
氏
鳥
帽
子
折
」
　
「
一
心
五
戒
魂
」
　
「
薩
摩
守
忠
度
」
　
「
主
馬
判
官
盛
久
」
以
上
の
合
計
が
十
四
作
と
な
っ
て
、
十
六
例
に
二
例
欠
け
る
の
は
、
　
「
蝉
丸
」
が
「
つ
れ
く
草
」
　
「
甲
子
祭
」
　
「
あ
ふ
ひ
の
う
へ
」
の
三
作
と
関
係
す
る
か
ら
で
あ
る
。
　
確
実
作
七
作
の
検
討
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
知
識
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
（7） （6）　　（5）　　（4）　　（3）　　（2）　　（1
太
夫
未
詳
の
古
浄
瑠
璃
か
ら
筋
立
上
の
構
想
を
得
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
　
「
出
世
景
清
」
特
色
あ
る
場
面
に
つ
い
て
、
太
夫
未
詳
の
古
浄
瑠
璃
の
詞
章
を
若
干
書
き
替
え
て
利
用
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
　
「
出
世
景
清
」
井
上
播
磨
豫
の
作
品
か
ら
節
事
を
ほ
と
ん
ど
同
文
で
採
用
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
　
「
弘
徽
殿
鵜
羽
産
家
」
宇
治
加
賀
豫
の
作
品
か
ら
節
事
を
ほ
と
ん
ど
同
文
で
採
用
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
　
「
弘
徽
殿
鵜
羽
産
家
」
　
「
堰
山
姥
」
伊
藤
出
羽
嫁
の
作
品
か
ら
構
想
を
得
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
　
「
蛾
寄
か
る
た
」
山
本
角
太
夫
の
作
品
か
ら
節
事
を
ほ
と
ん
ど
同
文
で
採
用
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
　
「
蛾
寄
か
る
た
」
宇
治
加
賀
嫁
の
作
品
か
ら
特
色
あ
る
場
面
の
詞
章
を
と
っ
て
利
用
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
　
「
蝉
丸
」
　
「
佐
々
木
大
鑑
」
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⑧
　
宇
治
加
賀
豫
の
作
品
か
ら
特
色
あ
る
場
面
の
構
想
を
借
り
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
　
「
蝉
丸
」
　
「
佐
々
木
大
鑑
」
　
⑨
　
宇
治
加
賀
嫁
の
作
品
か
ら
節
事
を
借
り
、
若
干
書
き
改
め
て
利
用
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
　
「
文
武
五
人
男
」
右
の
九
条
の
う
ち
、
ω
②
㈲
⑦
⑧
な
ど
は
、
当
時
の
浄
瑠
璃
作
者
が
普
通
に
行
な
っ
た
こ
と
で
、
こ
の
程
度
の
関
係
で
、
先
行
作
と
後
行
作
の
作
老
の
同
一
性
を
指
摘
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
ろ
う
。
問
題
は
、
③
ω
⑥
⑨
な
ど
の
節
事
の
関
与
す
る
場
合
で
あ
る
。
節
事
は
作
詞
者
だ
け
で
は
な
く
、
作
曲
者
と
し
て
の
太
夫
も
大
き
な
責
任
を
分
担
す
る
個
所
で
あ
り
、
太
夫
と
作
者
を
含
め
て
の
先
行
者
と
同
じ
く
太
夫
と
作
者
を
含
め
て
の
後
行
者
と
の
何
ら
か
の
関
係
を
想
定
す
べ
き
で
は
あ
る
ま
い
か
。
　
こ
こ
で
思
い
合
わ
さ
れ
る
の
は
、
元
禄
末
年
以
降
の
宇
治
座
が
、
し
ば
し
ば
竹
本
座
の
近
松
の
作
品
を
若
干
の
詞
章
の
書
き
替
え
を
行
な
う
程
度
で
殆
ど
同
文
の
も
の
を
自
座
の
正
本
に
利
用
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
こ
の
宇
治
座
の
正
本
に
も
内
題
下
に
近
松
の
署
名
の
あ
る
も
の
が
存
在
す
る
。
こ
れ
は
、
し
か
し
、
作
者
近
松
は
関
知
せ
ず
、
宇
治
座
の
太
夫
が
全
体
の
責
任
を
負
っ
て
改
訂
を
行
な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
　
⑥
の
事
例
に
つ
い
て
、
阪
口
弘
之
氏
は
前
に
触
れ
た
論
考
で
、
角
太
夫
・
義
太
夫
の
コ
ン
ビ
で
道
行
を
語
っ
た
可
能
性
を
想
定
き
れ
、
　
「
寄
蛾
か
る
た
」
に
角
太
夫
の
作
品
か
ら
道
行
文
の
採
ら
れ
た
理
由
を
作
者
近
松
よ
り
も
む
し
ろ
竹
本
義
太
夫
の
意
志
と
さ
れ
た
。
こ
れ
は
注
目
す
べ
き
見
解
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
考
え
方
を
導
入
す
れ
ば
、
③
の
事
例
に
於
て
、
近
松
が
直
接
井
上
播
磨
豫
の
正
本
の
執
筆
に
当
っ
た
と
す
る
よ
う
な
無
理
な
推
論
を
さ
け
て
、
中
間
に
、
井
上
播
磨
橡
に
ふ
か
く
影
響
さ
れ
た
宇
治
加
賀
橡
を
は
さ
ん
で
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
太
夫
論
の
導
入
だ
け
で
こ
の
種
の
問
題
を
す
べ
て
解
決
し
て
し
ま
お
う
と
す
る
こ
と
に
も
限
界
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
結
論
は
避
け
て
、
次
に
準
確
実
作
の
二
作
に
つ
い
て
吟
味
し
よ
う
。
　
⑩
　
宇
治
加
賀
橡
の
正
本
を
節
事
を
取
換
え
た
だ
け
で
義
太
夫
正
本
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
　
「
大
原
問
答
」
　
0
0
角
太
夫
正
本
の
結
構
、
詞
章
を
全
面
的
に
利
用
し
て
義
太
夫
正
本
に
書
き
替
え
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
　
「
本
朝
用
文
章
」
一164一
近松青年期の述作（諏訪）
こ
の
二
条
は
確
実
作
に
み
ら
れ
ぬ
新
事
実
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
二
条
か
ら
作
者
近
松
の
役
割
を
全
く
拭
い
去
る
こ
と
は
、
太
夫
と
し
て
の
義
太
夫
の
役
割
を
全
く
除
去
し
て
し
ま
う
以
上
に
困
難
で
は
あ
る
ま
い
か
。
例
え
ば
、
ω
条
に
於
て
、
義
太
夫
が
角
太
夫
の
「
弁
慶
京
土
産
」
に
特
別
の
関
係
が
あ
り
、
そ
の
思
い
出
に
よ
っ
て
こ
の
作
を
竹
本
座
の
語
り
物
と
し
て
利
用
し
た
と
推
定
す
る
こ
と
は
、
　
「
弁
慶
京
土
産
」
が
、
す
で
に
竹
本
義
太
夫
が
竹
本
座
の
最
高
責
任
者
と
し
て
独
立
し
て
い
る
元
禄
初
年
の
作
品
で
あ
る
だ
け
に
無
理
が
あ
る
。
や
は
り
作
者
近
松
の
関
与
に
よ
っ
て
、
角
太
夫
正
本
が
義
太
夫
正
本
に
流
用
さ
れ
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
、
　
『
外
題
年
鑑
』
や
『
声
曲
類
纂
』
に
拠
れ
ば
加
賀
豫
の
語
り
物
に
も
「
弁
慶
京
土
産
」
と
い
う
外
題
の
作
品
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
も
し
こ
の
加
賀
豫
作
品
が
発
見
さ
れ
れ
ば
⑪
条
に
つ
い
て
は
ま
た
別
の
推
測
が
成
立
す
る
か
も
知
れ
な
い
。
　
存
疑
作
の
五
曲
を
検
討
し
て
み
よ
う
。
　
吻
　
天
下
一
上
総
少
橡
藤
原
正
信
の
語
り
物
を
利
用
し
、
そ
の
節
と
詞
章
を
取
入
れ
て
作
品
を
書
く
こ
と
が
あ
っ
た
。
　
「
忠
臣
身
替
　
　
物
語
」
　
⑬
　
宇
治
加
賀
嫁
正
本
の
結
構
、
詞
章
を
全
面
的
に
利
用
し
て
義
太
夫
正
本
に
書
き
替
え
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
　
コ
心
五
戒
魂
」
　
　
「
薩
摩
守
忠
度
」
　
「
主
馬
判
官
盛
久
」
こ
の
他
の
存
疑
作
と
し
て
「
源
氏
鳥
帽
子
折
」
が
あ
る
が
、
こ
の
作
の
成
立
の
仕
方
は
確
実
作
か
ら
抽
出
し
た
ω
条
に
含
め
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
右
の
二
条
の
う
ち
、
⑫
条
は
、
ω
条
②
条
な
ど
と
同
様
な
意
味
合
か
ら
、
近
松
青
年
時
の
述
作
を
検
討
す
る
条
件
か
ら
外
し
て
よ
か
ろ
う
。
し
か
し
、
㈱
条
は
、
α
D
条
と
同
様
な
例
で
、
　
二
心
五
戒
魂
L
以
下
の
三
作
が
も
し
近
松
の
作
と
確
定
さ
れ
た
あ
か
つ
き
に
は
、
重
要
な
条
件
と
し
て
生
き
て
く
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
　
こ
れ
ま
で
の
べ
て
き
た
こ
と
を
ま
と
め
て
、
今
後
の
よ
り
突
込
ん
だ
考
察
の
た
め
の
足
掛
り
を
用
意
し
て
お
く
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
ろ
う
。
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元
禄
初
年
ま
で
に
書
か
れ
た
竹
本
座
の
近
松
の
確
実
作
、
存
疑
作
の
う
ち
、
先
行
の
他
太
夫
の
作
品
と
深
い
関
係
を
持
っ
て
成
立
し
た
十
六
例
に
つ
い
て
検
討
し
た
結
果
、
十
三
条
の
要
件
を
抽
出
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
十
三
条
の
要
件
を
き
ら
に
考
察
し
、
宇
治
加
賀
縁
、
山
本
角
太
夫
の
語
り
物
に
限
っ
て
、
ω
ま
ず
節
事
が
同
文
的
に
義
太
夫
本
に
利
用
さ
れ
て
い
る
作
、
②
前
条
が
満
た
さ
れ
た
う
え
で
結
構
、
詞
章
、
節
事
な
ど
が
そ
の
ま
ま
に
、
あ
る
い
は
部
分
的
に
書
き
替
え
ら
れ
て
義
太
夫
本
に
利
用
さ
れ
て
い
る
作
は
、
近
松
青
年
時
の
述
作
と
し
て
考
慮
す
る
余
地
が
存
在
す
る
と
結
論
さ
れ
る
。
　
そ
の
際
に
留
意
す
べ
き
こ
と
は
、
作
者
近
松
の
他
に
、
太
夫
竹
本
義
太
夫
の
関
与
を
も
考
慮
す
る
、
ま
た
、
節
事
部
分
だ
け
が
利
用
さ
れ
て
い
る
先
行
作
は
、
そ
の
節
事
部
分
の
み
を
対
象
に
限
定
し
て
、
全
一
作
を
近
松
作
と
す
る
よ
う
な
拡
大
解
釈
を
し
な
い
こ
と
、
の
二
点
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
先
行
作
を
宇
治
加
賀
豫
と
山
本
角
太
夫
の
語
り
物
に
限
る
の
は
、
山
本
版
六
行
四
十
三
丁
本
の
「
曽
根
崎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
1
9
心
中
」
に
寄
せ
た
近
松
自
序
に
拠
っ
て
い
る
。
　
以
上
の
結
論
に
よ
っ
て
、
近
松
青
年
時
の
述
作
と
し
て
今
後
の
考
察
の
対
象
に
上
す
べ
き
作
品
は
次
の
よ
う
に
な
る
。
　
「
殿
上
之
う
は
な
り
討
」
第
四
段
道
行
　
「
為
義
産
宮
詣
」
第
四
段
「
と
う
ろ
う
の
四
機
」
　
「
よ
こ
ぶ
え
た
き
口
恋
之
道
心
」
第
三
段
道
行
　
「
念
仏
往
生
記
」
　
「
弁
慶
京
土
産
」
　
「
鳥
羽
恋
塚
物
語
」
　
「
千
載
集
」
　
「
薩
摩
守
忠
度
」
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注注注注注注注注注注注注注注注注注注注
19　18　17　16　15　14　13　12　11　10　　9　　8　　7　　6　　5　　4　　3　　2　　1
『
目
本
名
著
全
集
江
戸
文
芸
之
部
近
松
名
作
集
上
』
　
（
大
正
十
五
年
十
一
月
）
『
劇
代
集
』
の
所
在
は
不
明
。
「
『
滝
口
横
笛
紅
葉
之
遊
覧
』
と
そ
の
周
辺
－
近
松
存
疑
作
試
論
ー
」
（
人
文
研
究
一
九
七
八
、
第
三
十
巻
第
一
分
冊
）
「
宇
治
加
賀
豫
年
譜
」
　
（
横
山
重
氏
編
『
加
賀
豫
段
物
集
』
昭
和
三
十
三
年
、
古
典
文
庫
）
「
公
平
法
門
謬
」
の
本
文
は
室
木
弥
太
郎
氏
編
『
金
平
浄
瑠
璃
正
本
集
第
二
』
　
（
昭
和
四
十
三
年
、
角
川
書
店
）
に
拠
る
。
拙
稿
「
元
禄
初
年
の
近
松
」
　
（
『
井
浦
芳
信
博
士
華
甲
記
念
論
文
集
芸
能
と
文
学
』
昭
和
五
十
二
年
、
笠
間
書
院
）
前
掲
注
5
の
室
木
弥
太
郎
氏
解
題
「
古
浄
瑠
璃
『
か
げ
き
よ
』
と
『
出
世
景
清
』
の
関
係
」
　
（
『
文
学
』
昭
和
二
十
八
年
七
月
号
）
横
山
重
氏
編
『
古
浄
璃
瑠
正
本
集
第
四
』
　
（
昭
和
四
十
年
、
角
川
書
店
）
前
掲
注
9
前
掲
注
4
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
『
近
松
全
集
第
一
巻
』
　
（
大
正
十
四
年
、
朝
日
新
聞
社
）
解
題
前
掲
注
4
『
近
松
全
集
第
二
巻
』
　
（
大
正
十
四
年
、
朝
日
新
聞
社
）
解
題
拙
稿
「
貞
享
の
近
松
ー
加
賀
豫
か
ら
義
太
夫
へ
i
」
　
（
『
国
語
と
国
文
学
』
昭
和
五
十
年
十
月
号
）
前
掲
注
4
前
掲
注
1
5
前
掲
注
6
拙
稿
「
延
宝
の
近
松
－
存
疑
の
世
界
I
」
　
（
『
文
学
』
昭
和
五
十
年
六
月
号
）
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